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エルドアン大統領が臨席し実施された公式式典の様子

開幕を祝った花火演出

■博覧会オープニング公式式典
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勝亦日本国政府代表挨拶 鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官挨拶

テープカットセレモニー（左から、宮下日本庭園出展実行委員会会長代理、大槻国際花と緑の博覧会記念協

会企画事業部長、佐南谷国土交通省大臣官房審議官、勝亦日本国政府代表、鈴木農林水産省大臣官房生産振

興審議官、和田 AIPH 副会長、山形屋内展示現地事務所長）

■日本国政府出展屋内展示オープニング式典



記念撮影

佐南谷国土交通省大臣官房審議官挨拶 鯉のぼり掲揚
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■日本国政府出展屋外展示オープニング式典



村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス 枝物を活かしたデザイン

勝亦日本国政府代表挨拶 佐南谷国土交通省大臣官房審議官挨拶

村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンスの完成作品

- 4 -

■オープニングレセプション /フラワーデザインパフォーマンス

鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官挨拶



意見交換の様子 トルコ側参加者

記念撮影

トルコ側に迎えられる日本国政府代表団
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■ジャパンデー 

   ビジネス意見交換会

   政府代表同士の懇談



両政府代表への展示説明 村松統括プロデューサーによるパフォーマンス

中村日本国政府代表挨拶 鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官挨拶 エルドアン キョク トルコ政府代表挨拶

観光庁ビデオの上映 映画「海難 1890」ダイジェストの上映（トルコ語版）
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   屋内展示の視察

    公式式典 /文化紹介アトラクション



假屋崎氏による華道パフォーマンス 伊瑳谷門取、實川ふうによる歌舞伎舞踊

記念撮影

中村日本国政府代表挨拶 エルドアン キョク トルコ政府代表挨拶
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    記念レセプション



假屋崎氏による華道パフォーマンス 假屋崎氏による華道パフォーマンスの完成作品

中村日本国政府代表よりキョクトルコ政府代表へ記念品贈呈 記念撮影

日本語とトルコ語による司会進行 ナショナルデーとして最大級の動員となった会場
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    メインアトラクション



伊瑳谷門取、實川ふうによる歌舞伎舞踊 打打打団天鼓による三味線の演奏

和太鼓の演奏

演舞 EXPOタワーに日の丸が輝く
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映画「海難 1890」の上映会（９月８日～１０日開催）

押し花うちわづくりワークショップ（９月８日～１０日）
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■ジャパンフェスティバル



砂紋の作り方を紹介 庭園管理技術の紹介

庭園イベントスペースでのけん玉体験 庭園イベントスペースでのコマ回し体験

庭園技術講習の様子 つくばいの説明に興味を示すトルコの方々
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■ジャパンフェスティバル屋外展示催事 ※この催事は 2016 年アンタルヤ国際園芸博覧会日本庭園出展

　実行委員会の主催であり、　農林水産省の事業ではありません。

庭園催事期間：９月 8日～９月 10日

日本庭園の枯山水制作のパフォーマンスや大人から子供まで楽しめる日本の
伝統的な玩具「けん玉、コマ」を楽しんでいただいた。また、日本庭園の技
術を来場者に対して分かりやすく説明するワークショップも開催された。
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切り花を使ったセレモニー（右から、中村日本国政府代表、綱澤農林水産省花き産業・施設園芸振興室長、梛野国土交通省大臣官房審議官）

綱澤花き産業・施設園芸振興室長挨拶 村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス

村松統括プロデューサーの完成作品 金賞の盾を持つ村松統括プロデューサーとスタッフ

■日本国政府出展屋内展示クロージング式典（10月 30日）
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鯉のぼり降納（右から、中村日本国政府代表、梛野国土交通省大臣官房審議官、綱澤農林水産省花き産業・施設園芸振興室長、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松島日本庭園出展実行委員会会長代理、山形屋内展示現地事務所長）

中村日本国政府代表挨拶 梛野国土交通省大臣官房審議官挨拶

都市緑化機構上野氏による進行 記念撮影

■日本国政府出展屋外展示クロージング式典（10月 30日）
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■クロージングレセプション（10月 29日）

コングレスセンターにて開催

エルドアン キョク トルコ政府代表挨拶

梛野国土交通省大臣官房審議官挨拶

日本が受賞した各賞・メダルの一部を展示 多くのトルコ側関係者をご招待

トルコ側へ日本庭園の贈呈

綱澤花き産業・施設園芸振興室長乾杯挨拶

中村日本国政府代表挨拶
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■メインスタンド展示

政府展示（展示制作：華道家元 池坊）
展示期間：4月 23日～ 5月 10日

テーマ：日本の豊かな四季　その始まりを告げる ”春 ”
　　　　～日本人が育んできたいけばなの伝統美～
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有限会社エヌ・アール・ティーガーデンプロダクツ / 福岡県産品輸出促進協議会
展示期間：5月 11日～ 5月 24日

テーマ：日本産の花きと植木の魅力～庭木の伝統的造形技術～
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群馬県中央園芸株式会社
展示期間：5月 25日～ 6月 7日

テーマ：『花 夢 染』～江戸時代に発展した染めもの文化を花木で表現する世界～
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大宮盆栽協同組合
展示期間：6月 8日～ 6月 21日

テーマ：盆栽が描かれた浮世絵・江戸園芸文化・現代の盆栽
　　　　～ 2017 世界盆栽大会のＰＲ～
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千葉県植木生産組合連合会輸出入部会
展示期間：6月 22日～ 7月 5日

テーマ：日本の自然の美しさ
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政府展示（展示制作：一般社団法人ＪＦＴＤ 中山佳巳氏）
展示期間：7月 6日～ 7月 15日

テーマ：夏を彩る切り花の祭典
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政府展示（展示品提供：東北花き園芸復興協議会）
展示期間：7月 28日～８月 12日
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日本レミコ押し花学院
展示期間：8月 13日～ 9月 6日

テーマ：Enjoy ～ Pleasance of Japanese Pressed Flowers ～
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政府展示（展示制作：假屋崎省吾氏）
展示期間：9月 7日～ 9月 12日

テーマ：重陽の花空間
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政府展示（展示品提供：日本レミコ押し花学院）
展示期間：９月13日～10月25日
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政府展示（展示制作：村松文彦統括プロデューサー）
展示期間：10月 26日～ 10月 30日

テーマ：花による友情



4 月 23 日～ 5月 10日 制作：村松統括プロデューサー

5月 25日～ 6月 7日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

6月 22日～ 7月 5日 制作：村松統括プロデューサー 7月 6日～ 8月 7日 制作：村松統括プロデューサー

5月 11日～ 5月 24日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

6月 8日～ 6月 21日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

※ 8月 8日～ 9月 6日は、イスタンブール空港襲撃事件・クーデター未遂等発生の影響により生
花の輸送が困難であったため、造花での装飾を実施した。（詳細は P63 参照）
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■テーマスタンド



9 月 7日～ 9月 22日 制作：村松統括プロデューサー 9月 23日～ 10月 4日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 5日～ 10月 19日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 20日～ 10月 25日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 26日～10月 30日　制作：村松統括プロデューサー
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4 月 23 日～ 7月 5日 制作：華道家元 池坊

7月 6日～ 8月 7日 制作：村松統括プロデューサー 9月 7日～ 9月 22日 制作：村松統括プロデューサー

※ 8月 8日～ 9月 6日は、イスタンブール空港襲撃事件・クーデター未遂等発生の影響により生
花の輸送が困難であったため、造花での装飾を実施した。（詳細は P63 参照）
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■いけばなスタンド



9 月 23 日～ 10月 4日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 20日～ 10月 25日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 5日～ 10月 19日 監修：村松統括プロデューサー
   制作：花き専門スタッフ

10月 26日～ 10月 30日 制作：村松統括プロデューサー
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コンテスト花材や輸出向け PR用提供花材など日本産花きを使った展示やアレンジ装飾を実施
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■花き展示スタンド



4 月 23 日～ 4月 30日～

5月 11日～5月 6日～ 5月 17日～

5月 2日～

6月 5日～ 6月 12日～ 6月 18日～

6月 25日～ 7月 9日～ 9月 23日～

10月 5日～ 10月 12日～ 10月 28日～
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■花の座



4 月 23 日～ 5月 14日～ 5月 21日～ 5月 29日～

6月 4日～ 6月 12日～ 6月 19日～ 6月 26日～

7月 2日～ 7月 9日～ 9月 7日～ 9月 13日～

10月 1日～ 10月 5日～ 10月 8日～

10月 13日～ 10月 19日～ 10月 23日～

9月 23日～
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■花庵
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■花育ワークショップ

第 1回　5月 14日　－テーマ：母の日－

第２回　6月 11日　－テーマ：父の日－
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第 3回　9月 24日　－テーマ：お月見－

第 4回　10月 22日　－テーマ：実りの秋－
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■花き専門スタッフデモンストレーション /作品
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審査員と記念撮影

事務局長より賞状授与

AIPH 事務局長（中央）と博覧会事務局長（右）らと記念撮影

事務局次長よりメダル授与

博覧会コンテスト責任者よりメダル授与
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■コンテスト表彰式

第１回コンテスト表彰式　7月 19日

第 2回コンテスト表彰式　10月 28日
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■コンテスト金賞受賞

プチセレネ ‘Petit selene’プチルナ ‘Petit lune’

プチフレーズ ‘Petit fraise’

プチブラン ‘Petit blanc’

プチシュミネ ‘Petit cheminee’

ププ

タイトル：Early Summer Garden
山口　理奈
Rina Yamaguchi

ユリ 　　               Lilium ‘Asiatic’ hybrida

出品者名：山口県　Yamaguchi prefecture

フラワーアレンジメント
Flower Arrangement
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なごり雪 ‘Nagoriyuki’

春乙女 ‘Haruotome’ 春のあわゆき ‘Harunoawayuki’

雅　‘Miyabi’

真柏（ミヤマビャクシン）樹齢：140 年
Juniperus chinensis L. var. sargentii   140 years

ヤマモミジ　樹齢：60年
Acer palmatum var. matsumurae    60 years

チューリップ             Tulipa gesneriana 

出品者名：富山県　 　Toyama prefecture　

トルコギキョウ　　　　　  

出品者名：株式会社フラワー・スピリット（長野県）

　　　　　　　　　　　　FLOWER SPIRIT Co.,Ltd.

盆栽　　　　　　　　　　　Bonsai 

出品者名：ルイス　イバラ　Luis Ibarra



表彰を受けた各国の代表者

トルコ食料農業畜産大臣より屋内展示部門「金賞」授与

トルコ政府関係者をはじめとする列席者 トルコ食料農業畜産大臣挨拶

アンタルヤ県知事より屋外展示部門「銀賞」授与
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■ガーデンコンテスト表彰式（10月 29日）



マルチメディア展示コーナー 東北産花きの展示

東北産の花きを使ったテーマスタンド展示 東北産の花きを使ったテーマスタンド展示
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■国際花と緑の博覧会記念協会による日本の伝統園芸の紹介展示

　/東日本大震災被災地産の花き展示
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国際園芸博覧会 2016 トルコ・アンタルヤ

第１章　博覧会概要
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１．開催概要

 正式名称  International Horticultural Exposition: Expo 2016 Antalya

    国際園芸博覧会 2016 トルコ・アンタルヤ

 開催期間  平成 28年 4月 23日（土）～ 10月 30日（日）

    約 6 ヶ月間（191 日間）

 開催場所  トルコ共和国アンタルヤ県　県都アンタルヤ

 開催規模  入場者数：450 万人（主催者発表）

 参加国  　 トルコのほか 54ヶ国・地域

 会場規模  112ha

 テーマ   （メインテーマ ）

    Flowers and Children

    花と子供達 ‒ 将来世代のための緑豊かな暮らしを拓く ‒ 

    （サブテーマ）

    歴史、生物多様性、持続可能性、グリーンシティ

第１章　博覧会概要
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２．会場図

　日本国政府出展として、農林水産省が実施する「屋内展示」をインドアガーデンエリアに、

国土交通省が実施する「日本庭園（屋外展示）」をインターナショナルガーデンエリアに出展した。

（主催者資料より）

　マスコットは、エジェとエフェ (Ece & Efe) というトル

コ人のこどもです。エジェとエフェはアンタルヤ地方の

伝統的な遊牧民の衣装にインスピレーションを受けたコ

スチュームを身にまとっています。

　彼らのコスチュームには博覧会のシンボルである花「ピ

オニー」があしらわれ、国際園芸博覧会 2016 トルコ・

アンタルヤで重要視する環境へのやさしさを表現してい

ます。

マスコットキャラクター

インドアガーデン

インターナショナルガーデン

屋内展示

日本庭園 (屋外展示 )

コングレスセンター
メインエントランス

西エントランス EXPOタワー

屋外小円形劇場

第１章　博覧会概要

グリーティングするマスコットキャラクターたち EXPOタワーから見た博覧会会場
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３．各国・地域の出展

　金賞、銀賞を受賞した各国・地域の展示については下記の通り。

インドアガーデン（屋内展示）

インターナショナルガーデン（屋外展示）

中国庭園

韓国庭園

ドイツ庭園

シンガポール日本

第１章　博覧会概要

アゼルバイジャン庭園
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ネパール庭園

イタリア庭園

オランダ庭園

カタール庭園

ハンガリー庭園

第１章　博覧会概要

タイ庭園

日本庭園

タイイイイイ庭園庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭

本庭園

ガ

オランダオオオオオオオオオオオオオ ダダダダダダダダダ
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４．ナショナルデー

　ナショナルデーは、記念式典を行う日として、公式参加国・地域に対し、開催期間中にそれぞ

れ１日設定される。日本に対して設定されるナショナルデーを「ジャパンデー」と呼び、９月７

日に実施された。

ナショナルデー基本プログラム
１．ご来場おもてなし（ＶＩＰ棟）

２．サインブックに記帳（ＶＩＰ棟）

３．公式式典（屋外小円形劇場）

　　・国旗掲揚

　　・公式参加国・地域代表挨拶

　　・トルコ政府代表歓迎挨拶

　　・参加国による文化プログラムの披露

４．会場内視察案内

【ナショナルデー開催一覧】

1 韓国 4月28日

2 エチオピア 5月1日

3 オランダ 5月12日

4 パレスチナ 5月15日

5 中国 5月27日

6 スリランカ 5月29日

7 アゼルバイジャン 6月1日

8 ソマリア 8月6日

9 コンゴ民主共和国 8月30日

10 カザフスタン 9月3日

11 エリトリア 9月5日

12 日本 9月7日

13 タイ 9月10日

14 メキシコ 9月16日

15 イタリア 9月28日

16 カタール 10月2日

17 セルビア 10月6日

18 モーリタニア 10月11日

19 ドイツ 10月16日

20 セネガル 10月19日

21 ミャンマー 10月20日

22 コソボ 10月21日

23 ハンガリー 10月24日

24 ジンバブエ 10月25日

25 コモロ 10月26日

26 マダガスカル 10月28日

ナショナルデーには各国国旗デザインで演出

第１章　博覧会概要
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日本国政府出展屋内展示

第２章　出展計画
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１．基本方針

１-１．はじめに
　花き産業は、農地や農業の担い手の確保を図

る上で重要な地位を占めているとともに、花き

に関する伝統と文化は、国民の生活に深く浸透

し、国民の心豊かな生活の実現に重要な役割を

担っている。

　他方、我が国の花き産業は、近年の国内市場

における花き消費の伸び悩み、大量生産され

た安価な輸入切り花の増加、燃油価格の高騰と

いった様々な課題を抱えており、今後の花き産

業の振興に向けては、国際競争力の強化が緊要

な課題となっているところである。

　このような状況の中、平成 26 年 12 月に、

花き産業と花きの文化の振興を目的とする「花

きの振興に関する法律」（平成 26 年法律第

102 号）が施行された。法律では、我が国花

き産業の国際競争力の強化の観点から、生産者

の経営の安定や加工及び流通の高度化、研究開

発の推進、花きの文化の振興等に加え、輸出の

促進や博覧会への参加が謳われている。また、

2013 年に農林水産省が策定した「花きの輸出

戦略」においては、2020 年に花き輸出額を

150 億円とする目標を立てている。

　平成 28 年４月から 10 月にかけてトルコ共

和国（以下「トルコ」という。）で開催される

2016 年アンタルヤ国際園芸博覧会（以下「本

博覧会」という。）への我が国の政府出展は、

我が国の多様で高品質な花きや豊かな花きの文

化について、トルコを含む中東地域をはじめ世

界に向けて発信し、国産花き及び花きの文化の

輸出拡大、さらには我が国花き産業の振興に繋

げていく観点から非常に有意義なものとなるこ

とが期待される。このため、農林水産省は、花

き関係団体や関係省庁等と連携し、本博覧会に

おいて以下のとおり屋内展示を行うこととす

る。

１- ２．本博覧会の概要
　本博覧会は、平成 28 年４月 23 日から 10

月 30 日までの間、トルコ南西部アンタルヤ県

の県都アンタルヤにおいて、「花と子供達　－

将来世代のための緑豊かな暮らしを拓く－」（仮

訳）をテーマに開催される、中東地域で初の国

際博覧会条約に基づく国際園芸博覧会であり、

開催主体である 2016 年アンタルヤ博覧会機

構は、100 ヶ国及び 30機関の参加と、約 600

万人の来場者を得ることを目標としている。

　我が国の屋内展示は、約 110 ヘクタールの

会場内にある屋内展示会場に、約 250㎡の規

模で、我が国の多様で高品質な花きや、花きの

文化の展示・紹介を行うものである。

１- ３．出展の基本的考え方
（１）目指すべき方向

　本博覧会への政府出展が、トルコを含む中東

地域をはじめ世界に向けての花きや花きの文化

の輸出拡大等、我が国の花き産業及び花きの文

化の振興に繋がることを目指す。

（２）具体的方策

①多様で高品質な国産花きの海外へのアピールとして

　我が国は高い水準を誇る園芸文化・技術を古

より現代に至るまで連綿と受け継ぐ世界屈指

の園芸大国であり、我が国の多様で高品質な花

きは、2012 年にオランダで開催されたフェン

ロー国際園芸博覧会（フロリアード 2012）に

おいて多くの賞を受賞するなど、国際的にも極

めて高い評価を得ている。近年国内市場におけ

る花き消費が伸び悩む中、アジア新興国やヨー

ロッパ諸国、米国向けを中心に、花きの輸出は

増加傾向にある。

　また、前述のとおり、「花きの振興に関する

法律」においても、我が国花き産業の振興の観

点から、国産花きの更なる輸出の拡大が求めら

れている。

第２章　出展計画
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　このため、本博覧会への政府出展を契機に、

トルコのみならず中東地域をはじめ欧州や中央

アジア地域に向けた国産花きの輸出拡大に繋が

るよう、輸出が見込める多様で高品質な花きに

ついて発信を行うこととする。

② 世界に誇る豊かな花きの文化の発信に向けて

　我が国は四方を海に囲まれ、北東から南西に

かけ細長く伸びた弧状列島で構成されており、

明確な四季と豊かな国土に恵まれながら、長い

歴史の中で、簡素を尊ぶ繊細な感受性と独特の

美意識や創造性を養い、独特の自然観と豊かな

文化を築き上げてきた。生け花や盆栽、門松、

花見等、我が国が世界に誇る豊かな花きの文化

はその代表例であり、日本人は古より四季折々

の花や緑と共生し、これらにまつわる行事や習

慣を共有し合うことで、互いの絆を育んできた。

　また、「花きの振興に関する法律」においても、

花きの文化の振興を図ることとされている。

　こうしたことから、博覧会における展示に当

たっては、国産花きのみならず、我が国が世界

に誇る豊かな花きの文化についても発信し、総

合的な花きのジャパン・ブランドを確立してい

くことが重要である。

　さらに、東日本大震災の被災地で生産された

花きの展示や現地での花育の様子などを伝える

ことにより、被災地の復興への理解と支援を国

内外で得るとともに、支援に対する感謝を世界

に示す機会とする。

１- ４．出展テーマ
　具体的な出展テーマは、本博覧会政府出展屋

内展示基本計画の策定までの作業の中で設定す

ることとし、本基本方針では、出展テーマの設

定に向けた方向性について示すこととする。

（１） 出展テーマの設定に向けた方向性

　政府屋内展示を行うに当たっては、我が国と

しての出展テーマを設定し、開催主体及び来

場者に対して明確なメッセージを示す必要があ

る。この出展テーマは、本博覧会の全体テーマ

「花と子供達　－将来世代のための緑豊かな暮

らしを拓く－」との整合性を図りつつ、我が国

の花き産業・花きの文化を象徴するものとする

ことが必要である。

① 博覧会テーマとの整合性

　開催主体作成の博覧会特別規則案及びテー

マ・ガイドライン案によれば、「花」は将来世

代（子供達）に引き継ぎたい緑豊かな暮らしの

象徴であり、全体テーマのほか、全体テーマを

解釈し具現化するためのガイドとして「歴史」、

「生物多様性」、「持続性」、「緑の都市」の４つ

のサブテーマが設定されている。参加国は、全

体テーマ及びサブテーマを自由な観点から発展

させることも、一つのサブテーマを掘り下げる

ことも、複数のサブテーマからヒントを得て全

体テーマの新たな解釈を示すこともできるとさ

れている。

② 我が国の花き産業・文化を象徴

　我が国としては、上記① の整合性に留意し

つつ、前節の「出展の基本的考え方」を踏まえ、

我が国花き産業及び花きの文化の振興に資する

とともに、博覧会来場者が我が国の出展スペー

スに足を運びたくなるような訴求力の高い出展

テーマを設定することとする。

（２） 出展テーマ設定の例（これらは例示であ

り、出展テーマの設定を誘導・制限するもので

はない。)

－花きの改良の歴史等を通じて生物多様性の重

要さと我が国で育成された品種の多様性を訴え

るテーマ設定とする。

－子供を対象にした、花や緑に親しみ、情操を

育む「花育」の概念や活動をアピールするテー

マ設定とする。

－日本の四季を感じさせ、我が国の切り花（生

け花）や植木の良さをアピールできるテーマ設

第２章　出展計画
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定とする。

－我が国の花きの文化や他の伝統文化と花の関

わりを外国人にもわかり易く提示するテーマ設

定とする。

１- ５． 展示・催事等の内容と方法

（１）展示
① 　「花と子供達」という本博覧会のテーマ、

屋内という条件、250㎡という規模の制約、６ヶ

月という長期にわたる会期等を踏まえ、明確な

テーマとメッセージやストーリー性のもと、来

場者の記憶に残る簡素でシンボリックな展示を

行う。

②　花き等園芸産品の現物展示のほか、写真、

映像等の様々な媒体を活用し、視覚（画像）、

聴覚（音声）、嗅覚（香り）、味覚（味）、触覚（さ

わりごこち）など、五感を刺激し「発見」「体験」

により来場者を楽しませる工夫を行う。

③　花きと花きの文化についての展示を行う際

には、着物や焼き物、観賞魚等花き以外の我が

国特有の文化も海外で高い評価を得ていること

から、トルコ人の我が国への関心の持ち方にも

留意しつつ、花きとこれらを関連づけた演出も

活用する。

④ 　花きの素材の展示と併せて、花の生け方

等我が国の花きの活用方法に対する理解が深ま

るよう工夫する。また、最近研究が進んでいる

花の持つ癒やし効果などの効用についてもア

ピールする。

⑤　展示品目の選択に当たっては、和風という

意味での日本らしさや、我が国の育種・生産技

術の高さをアピールできる品目、トルコでの生

産が少なく輸入が見込まれる品目等に着目し、

それらの特徴が活かせる展示方法を工夫する。

また、我が国で育成された品種であれば、出展

の目的を明確にした上で、国外で生産されたも

のも活用する。

⑥　一つの展示が来場者を魅了するだけでな

く、我が国政府出展全体のテーマと個々の展示

とのつながりを確保する。このため、統括官（総

合プロデューサー）をおく。

⑦　展示物の日常の管理及び賓客への接遇等を

円滑かつ適切に行うため、花きの知識を有する

専門スタッフ等適切な人員を展示会場に配置す

る。

⑧　来場者への展示の紹介や案内、海外花き関

係者への説明等政府出展の総合窓口となるイン

フォメーションカウンターを設け、来場者に対

する様々な情報提供やサービスを実施する。

⑨　展示にあたっては不特定多数の来場者が訪
れることを踏まえ、展示品等にかかる知的財産

が保護されるよう十分配慮する。

⑩　会期が夏季と重なることから十分な暑さ対

策を講じる。なお、屋内展示場の物理的及び運

営上の条件が許せば、グリーンカーテンを設置

するなど柔軟な対応を検討する。

⑪　地方公共団体や花き等園芸関係団体、民間

企業等の企画展示については、政府出展のテー

マとの整合性や他の展示とのつながりを考慮し

つつ、それぞれの団体や地域の特色（花き以外

の地域特産の園芸作物を含む）を活かせる展示

とする。

（２） 商業的活動

①　開会期間中に、我が国の花き業界とトルコ

を含む地中海・中東地域の花き業界との関係強

化とビジネスの拡大を目的とする意見交換会を

開催する。

②　必要に応じ、本博覧会規則で認められてい

る商業スペース（特別規則案では屋内面積の２

割以内）を確保し、物販を含め出展者等が有効

に活用できるようにする。

③ インフォメーションカウンター等で収集し

た現地バイヤー等関係者の情報を取りまとめて

出展者にフィードバックする。

第２章　出展計画
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（３） 催事

　催事の実施を通じ、来場者等に広く日本の伝

統的な花き等の文化を紹介し、トルコをはじめ

中東・欧州地域から来る者を中心とする来場者

のために、日本文化への理解を深めるとともに

日本文化を楽しんでもらえるプログラムを実施

する。

① 開会式、閉会式、ジャパンデーの実施

　本博覧会の開幕及び閉幕に併せ、開会式及び

閉会式を開催する。また、ジャパンデー（ウィー

ク）に併せ催事を実施する。その際は、生け花、

茶道、祭り、踊り、折り紙等の日本の花きを含

む文化の実演や体験等による紹介、会場を盛り

上げる演奏、演出等を実施し、来場者を楽しま

せる様々な工夫をする。

　大型催事の日程は、日本及びトルコの休暇

シーズンや国産花きの供給可能量、歴史的記念

日等に配慮し、効果的な時期に設定する。

② その他催事の実施

　生け花や茶道、フラワーデザイン、折り紙等

の日本の花きを含む文化の実演や体験による紹

介等を実施し、展示効果を高める。

　花育に関する展示・催事については、菖蒲の

節句、七夕など花きと子供に関係した季節行事

に配慮する。

　ワークショップの実施に当たっては、会場内

での位置取りを工夫することや来場者が参加し

やすい日程にするなど効果的な実施に努める。

③ 現地関係団体との連携

　実施に当たっては、在トルコ日本人の関係団

体や現地トルコ人の関係団体等と連携し、ボラ

ンティアなどの協力を求める。

1- ６．広報、啓発活動
（１）国内向け

　開会前は、インターネットや園芸雑誌等を通

じ、本博覧会への積極的な出展、出品を促すべ

く、広く周知を図る。

　会期中は、日本展示の様子や品種コンテスト

の結果等について国内向けの広報を積極的に実

施し、日本産花き等園芸品に対する認知度や関

心を高める。このため、現地での話題等のトピッ

クス、催事、品種コンテストの結果等を整理し

て、花き関係の新聞や雑誌等マスメディアへの

投げ込み、来場するマスメディアを対象とする

案内やブリーフィング等を積極的に実施する。

なお、地方からの出展者を考慮し、その地方の

テレビ局や新聞等マスメディアへの情報提供に

ついても配慮する。

また、ブログやＳＮＳなど双方向のメディアを

用い、会期終了後もコンテスト受賞作品の情報

提供等に努める。

さらに、関係業界の協力を仰ぐなど、効果的な

広報の実施に努める。

（２）海外向け

　日本の展示会場に多くの来場者を呼び込むた

め、日本の展示の内容等を英文ＨＰで紹介する

とともに、地中海・中東地域等海外の雑誌、新

聞への掲載等を実施する。

　また、現地での話題等のトピックス、催事、

品種コンテストの結果等を整理し、花き等園芸

関係の新聞や雑誌等マスメディアへの投げ込

み、来場するマスメディアを対象とする案内や

ブリーフィング等を積極的に実施する。

１- ７．花き業界の活性化
　中東地域で初の国際博覧会条約に基づく国際

園芸博覧会であるという貴重な機会を利用し、

花きの育種、生産、流通、販売、文化等の各方

面から企画展示への参加、品種コンテストへの

出品や催事への参加・協力、専門スタッフの派

遣等様々な形での参加を促し、花き業界の活性

化を推進する。
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２．基本計画（抜粋・要約）

２- １．博覧会概要及び背景（省略）

２- ２．基本方針

　事業の目的及び趣旨との整合性
出展目的：本博覧会への政府出展が、トルコを

含む中東地域をはじめ世界に向けての花きや花

きの文化の輸出拡大等、我が国の花き産業及び

花きの文化の振興に繋がることを目指す。

① 輸出促進と花き業界の振興

・日本の高品質な花きを紹介し、また国際コン

テストで高得点をねらうことで輸出促進へつな

げる。

・国際競争力を持つ生産者を増やし、業界の活

性化につなげる。

・適正なコールドチェーン輸送の確立を目指し、

将来的な中東地域等への輸出拡大の試金石とす

る。

・国際競争力を高めるために、花き業界から人

材を起用し、海外消費者のマーケティングや世

界の業界関係者との人脈形成を行う。

・日本国内へ世界評価をフィードバックするこ

とで国内需要の拡大へつなげる。

②伝統ある花き文化の紹介、未来への花き文化

の提案

・博覧会のテーマを踏まえ、江戸時代から継承

される日本人の伝統ある花き文化を展示で紹介

し、日本花きのファンを拡大する。

・日本人の自然観をもとに、未来へつながる新

しい花き文化を、展示や催事により提案する。

・花育ワークショップを通じ、日本での花育を

通じた将来の花き消費拡大の取り組みをトルコ

や中東地域等に紹介し、国際交流を行う。

・ワークショップは花育のアドバイザー研修を

受けた専門スタッフにより実施する。

③ 日本とトルコの交流紹介と災害復興支援へ

の感謝

・和歌山県串本町の協力を仰ぎ、「エルトゥー

ルル号遭難事故」に関する展示紹介を通じて、

トルコと日本の絆について紹介する。

・1985 年のトルコ航空機邦人救出、2011 年

の東日本大震災におけるトルコの救援部隊の活

躍等、トルコの救援活動に対しての感謝を表現

する展示を行う。

２- ３．テーマ

　出展テーマの設定について
Flowers and Children ～花と子供達 - 将来世

代のための緑豊かな暮らしを拓く～という、

アンタルヤ博覧会全体の開催テーマを受け、

EXPO90国際花と緑の博覧会の理念を継承した

上で、日本国政府出展屋内展示のテーマを設定

した。

　大阪花博の基本理念の中にある一節、「世界

の多くの国々において、都市化は歴史的規模で

進展しつつある。高密度の人口集中地域に住

み、その中で生涯をおくる人間の急増は、都市

の内部に花と緑のふるさとを創造する必要を高

めている。」にあるように、近年世界的に都市

の緑化を取り戻すことが大きな課題と言われて

いる。

　その中で、日本が世界に発信してきた理念で

ある「自然と人間の共生」に対して、今回トル

コは「花と子供達」というテーマを設定した。

　我が国は、今回の博覧会において、将来世代

に伝えるべき緑豊かな生活（自然）を「花」と

捉え、将来の世代（人間）を「子供達」と捉え

たトルコ側に対して、花・自然と未来ある人々

（子供達）がどう向き合うか、その接点をどう

創造するかを、表現していくことが大きなポイ

ントと考える。
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２- ４．展示会場

（１）展示ゾーニングについて
　基本的に、正面で視線を集める「アイストップ」と次に角を曲がるときに視線が広がる「ビスタ」

を用いた展示手法とし、様々な角度で楽しんでいただけるよう工夫した。

テーマスタンド

花の座
花庵

（はないおり）

花き展示

スタンド

いけばなスタンド

情報発信

コーナー

メインスタンド

コマーシャル

コーナー

インフォメーション

　テーマ設定については、「都市化における自

然と人間の結びつき」を未来に向けて創造する

ことを表現するものとし、世界に誇れる花きと

花き文化を育んだ「日本の自然観」その原点に

立ち返り、日本人の自然との共生の営みを紹介

し、「未来の子供達」につなげていくものとした。

　日本は、江戸時代の長く平和な時代において、

世界に類を見ない大衆園芸文化が栄えた歴史を

持つ国である。

　人々は子供の頃から、街角で植木や花々に触

れ、自然の中で植物や生き物に接し、節句や節

季などに見る様々な文化を育み、自然の営みの

尊さを学んできた。

　もちろん「いけばな」「植木」「盆栽」などもっ

と古くから栄えてきた園芸文化もあるが、園芸

文化が広く大衆に普及し栄えたという観点で

「江戸時代」を取り上げて展開する。

　江戸時代から現代そして未来へ、それは 400

年以上にも及ぶ自然と人間の深い営みの継承で

ある。

　その中には都市化が進む現代の人々にとって

も様々なヒントが存在し、未来の子供達に継承

するべき自然との関わり方がある。

　これらの考え方をもとに、日本の季節を連想

する３つの季節テーマを設定し、日本の園芸技

術と花文化を広く伝えていくものとする。

■季節テーマ

春：花見小路

夏：輝きの祭

秋：百花繚乱
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（２）展示構成について

　テーマスタンド（20㎡）
・政府展示として、日本への迎客の場として位

置付け、日本への玄関としてのしつらえを行う。

・その時期の展示テーマを象徴するものとする。

　いけばなスタンド（６㎡）
・政府展示として、古典的な作品から、現代的

な作品まで、日本の美意識を表現するいけばな

展示とする。

　メインスタンド（50㎡）
・政府出展テーマ展示や自治体等出展の場とし

て活用し、日本独自の花文化と多様な表現を可

能とするフレキシブルなしつらえとする。

　花き展示スタンド（20㎡）
・日本の軒内のイメージした空間とし、品種コ

ンテスト出品花きの背景に相応しい場とする。

・新品種の紹介・日本産花き等を紹介する場と

して活用する。

　花の座・花庵（35㎡）
・花にまつわる生活の道具、茶道、生け花、演

奏など日本の文化紹介や催事の場として和室を

用意し、参加型出展にフレキシブルに対応する。

・トルコを始め、子供たちへの花き消費拡大事

業の場として、花育ワークショップを開催する。

花きの需要拡大を目的とした花育の概念をトル

コや欧州・中東地域の花き業界に対して広く紹

介し、その理解者に各国の花育リーダーとなっ

てもらい、さらに広く拡大させる。

　情報発信・コマーシャルコーナー（30㎡）
・ハーネスゾーンを用いて、日本の多様な気候

風土と高度な育種技術による「多様な生産品目

と輸出促進への取組み」を展示

・年間における「花の歳時記」や盆栽などに見

る日本独自の美意識を映像等を用いて紹介する

・日本とトルコの交流紹介、トルコへの感謝を

伝える展示等を行う。

２- ５．展示スケジュール
オールジャパンで臨む出展参加しやすい環境づくり

　日本出展全体を統一したデザインで、展 示

装飾の調整を行う。出展スケジュールのうち、

メインスタンドは、 各季節テーマの開始時に、

日本を代表する花き芸術デザイナーの協力の

もと、政府展示として 3週間を基本枠とした

展示を検討。その後に、一般出展枠として約 2

週間ごとの展示枠を想定し、募集調整を行う。

　エントランススタンドは統括プロデュー 

サーにより、季節の展示を行って頂く。

　いけばなスタンドは日本を代表するいけばな

の流派に各季節を代表する花材などの展示を

行って頂く。

　なお、メインスタンドの一般出展の日程及び

期間テーマは、出展者の希望に基づき事務局と

の相談を経て実際の日程及び期間テーマを決定

していくこととなる。

２- ６．各種催事
　基本方針に基づき、日本の伝統的な園芸文化

を紹介し、諸外国との相互理解を深めるととも

に、日本の花き等園芸文化を通じ楽しんでもら

えるプログラムを実施する。

①オープニング
●日本国政府出展オープニングセレモニー

　日本国政府出展のオープニングとして、「屋

内出展会場」でのテープカット式典等を行う。

●日本国政府出展オープニングレセプション

　博覧会場内にて関係者をお招きし、レセプ

ションを開催する。トルコ側の事務局長レベル

の出席を要請すべく、早めの調整を行う。レセ

プションでは、日本の花のパフォーマンス

を披露し楽しんでいただく。

②ジャパンフェスティバル
　博覧会が設定する我が国のナショナルデーに

合わせ、これを含む約４日間をジャパンフェス

第２章　出展計画



- 57 -

をはじめトルコでご尽力いただいた方々を可能

な範囲で招待し、開催する。

④意見交換会
　ジャパンフェスティバル期間中に、トルコを

始めとする中東・欧州地域等の花き関係者を対

象に、今後の国産花きの輸出拡大を視野に入れ、

日本の花き業界とのビジネス意見交換会を開催

する。

　テーマは「花きの多様性」と「都市緑化」と

し、ビジネス機会の創出を図る。

２- ７．商業的活動
オールジャパンで臨む出展参加の環境づくり

　今回の屋内展示にはメインスタンドの花き展

示者にご利用頂ける「コマーシャルコーナー」

の設置を検討する。

　コマーシャルコーナーでは、下記のような展

示、サンプリング、販売などを検討し、地方自

治体や企業、団体などが予算措置しやすく、出

展参加しやすい環境づくりを行う。

①農林水産物の輸出拡大のための PR
　　「和食」のプロモーションを加速するため、

花きの展示だけでなく、広く農林水産物の展示

や試食、販売なども検討する。

②観光の PR
　　「インバウンド」の観光プロモーションを

加速するため、花きの展示だけでなく、博覧会

の趣旨に照らして可能な範囲で地方自治体の観

光プロモーションにも利用していただけるよう

検討する。

③ものづくりの PR
　クールジャパンの「ものづくり」プロモーショ

ン施策に対応するため、花きの展示だけでなく、

企業や団体による「伝統工芸」、「トルコに進出

している日系企業の製品」などの展示なども博

覧会の趣旨に照らして可能な範囲で検討する。
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ティバルと称し、日本文化の紹介をはじめ日本

産園芸品や園芸文化を紹介し、展示の効果を高

めるイベント等を開催する。

●ジャパンデー セレモニー＆アトラクション

（トルコ政府主催・日本側演者出演）

　日本の要人を招き、トルコ側の主催で開催さ

れる政府式典。トルコ側の式典構成をもとに調

整を実施。日本の文化紹介プログラムとして、

圧倒的なパフォーマンスを披露する。

　東日本大震災の救援に対するトルコや世界

への感謝の意を表現するものとする。

●日本国政府ジャパンフェスティバル レセプション

（日本国政府主催）

　日本側の答礼レセプションとして、トルコ側

の政府または博覧会事務局長などを招待し、レ

セプションパーティを開催する。

●日本国政府ジャパンフェスティバル イベント

（日本国政府主催）

　ジャパンフェスティバルはジャパンデーを

含む４日間程度の開催を想定。ボランティア

を含む日本からの参加のほか、現地在住日本

人、トルコ人学生等の協力も得て、いけばな、

フラワーアレンジメント、花にちなんだ書道、

折り紙などを実施する。

●意見交換会（日本国政府主催）

　トルコをはじめとする中東・欧州地域等の花

き関係者を対象に、今後の国産花きの輸出拡大

を視野に入れ、日本の花き業界との意見交換会

を開催する。

③クロージング
●日本国政府クロージング セレモニー

　日本国政府のクロージングとして実施する。

展示会場では、アトラクションやワークショッ

プを実施し、感謝の意を表すとともに、本出展

にご尽力いただいた方々に可能な限りご来場

いただき、セレモニーを行う。

●日本国政府出展クロージング レセプション

　会場内のミニパーティスペースにて関係者
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２- ８．統括プロデューサーの役割・資質
　オールジャパンのテーマ性を表現するための

統括プロデューサーを配置

　日本としての「屋内展示テーマ」をすべての

参加者にご理解いただき、出展の整合性及び

屋内展示会場の統一感を保つため、統括プロ

デューサーを配置する。

　統括プロデューサーは、出展説明会で出展の

コンセプトを説明するとともに、各出展者の出

展計画について、展示デザインを事前に確認し、

助言する等の役割を果たすものとする。この助

言は、各出展者の独創性や創造性を尊重しつつ

も、6ヶ月にわたる日本としての展示を共通の

展示テーマの下に導くためのものとなる。

　博覧会協会等との調整が必要な事項など、統

括プロデューサーは今後設置される現地事務局

との情報交換も行いながら調整を図る。また、

統括プロデューサーの補佐役を現地に配置す

る。

　統括プロデューサーには、次の資質が求めら

れる。 

1) 我が国の花き事情に精通していること 

2) 国際園芸博覧会におけるデザイン / プロ

デュース経験があること 

3) 花き分野の国際的な競技会等での活動実績

( 上位入賞等 ) があること 

4) 各出展者との調和を図れること

２- ９．専門スタッフの配置
花の取り扱いに精通した専門スタッフの確保

　花き業界から花の取り扱いに精通した花き専

門スタッフを募集し、展示会場の運営・管理を

適切に行う。

　基本的な業務としては、花き輸送の受け入れ

や、植物管理 ( 水揚げ、保冷管理、養生管理な

ど )、 コンテスト業務 ( 申請登録、審査用花き

展示、コンテスト結果集約、記録報告など )、

展示入れ替え業務、花育ワークショップ運営な

どとなる。

２- １０．出展募集計画
出展者募集の考え方

　花き業界が集まるイベントや展示会等に合

わせて情報発信を行い、自治体や企業 ( 在トル

コ日系企業を含む ) などの出展者候補や生産者

などの出品者候補への出展勧奨アプローチを行

う。

　また、メインスタンドの出展については、出

展期間のテーマを設けて出展して頂きやすい展

示スケジュールの提案を行う。なお、募集の際

に提示する日程及び期間テーマは、例として示

すものであり、出展に際しては、出展者の希望

に基づき事務局との相談を経て実際の日程及び

期間テーマを決定していくこととなる。

２- １１．輸送
　出品者負担の少なくリードタイムの短い輸送

を実施する。コールドチェーン輸送実現のため、

すべて航空便で乗り継ぎする方法と、 イスタン

ブールから保冷トラック輸送で会場まで輸送す

る方法について、切り花の輸送として最善の選

択を行う必要があり、今後試験輸送などを行い

検討する。

２- １２．コンテスト
　今回の基本方針では、「花き等園芸産業の振

興」が最重要課題とされており、その具体的方

策として世界最高レベルの我が国の新品種育成

力の裾野の広さや栽培技術の紹介、輸出が期待

できる品種の展示や商談機会の提供等により、

我が国園芸産品・園芸技術の国内外での評価向

上と内外需要の拡大を目指すこととしている。

　このため、品種コンテストへの優良品種の積

極的な出品を募り、数多くの金賞を獲得するこ

とを目標としている。

第２章　出展計画
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②トルコ等の花き業界関係者に向けた海外広報　
　日本の高品質で多様な花きや日本の花き文

化の紹介と商談の機会創出を目的とし、日本の

多様な花きや育種技術、また様々な日本の花き

文化、コンテストの結果、主な花きの商談窓口

の紹介を行う。

③トルコ及び世界からの一般来場者に向けた海外広報
　日本の屋内出展の魅力紹介や日本の園芸

ファンの拡大を目的とし、屋内展示スペースの

展示内容やスケジュール、イベント情報、花育

の概念、ワークショッププログラムの紹介を行

う。

④日本国内の一般に向けフィードバック広報
　日本の花きと花き文化が世界に誇れる高い

レベルであることやトルコと日本の友好的な

絆について紹介することを目的とし、国際コン

テストでの高い評価結果や日本の園芸文化の

素晴らしさを紹介する。

第２章　出展計画

①幅広くきめ細かい出品要請
　全国の生産育種者、種苗会社、試験研究機関

等に出品要請を幅広くきめ細かく実施する。

②植物検疫・輸送に関するアドバイス
　植物検疫や輸送に関して、アドバイスを行う。

③コンテスト基準等に関する情報提供
　国内外ではコンテストの評価基準に違いがあ

ることから、現地のコンテスト方法や基準等に

ついて事前に情報収集をし、出品者に情報提供

を行う。

④効率的なコンテスト登録申請手続きや審

査準備の実施
　専門スタッフの協力を得て、会期中の登録申

請手続や審査準備を的確かつ効果的に行う。

⑤コンテスト結果をフィードバックし国内

外の花き業界関係者に情報を発信
　コンテスト結果は、英語版・日本語版のリリー

ス等を作成し、国内外の業界関係者に向けて発

信する。

２- １３．広報

①日本の花き業界関係者に向けた国内広報
・展示出展者

　一般出展者の募集や世界への日本の花き文化

の普及・振興を目的とし、展示出展の募集広報

や屋内展示スペースのデザインを国内外へ情報

発信する。

・花き出品者

　花き出品者の募集や日本の高品質な花きをト

ルコ及び世界へ紹介することを目的とし、出品

の募集広報やコンテスト結果などを国内外へ情

報発信する。

・催事参加者

　花き文化を紹介する催事参加者の募集を目的

とし、屋内展示スペースでの催事参加などに関

する募集広報を行う。
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（資料）　「２- １０．出展募集計画」

　出展勧奨のための期間テーマの提案

第２章　出展計画
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日本国政府出展屋内展示

第３章　出展計画の策定と変更
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１．展示スケジュールの策定
　政府出展のデザイナーについては、テーマスタンドは村松統括プロデューサーが担当し、いけ

ばなスタンドは日本いけばな芸術協会を通じて、華道家元池坊、いけばな草月流、いけばな小原

流に依頼した。また、メインスタンドの出展については、政府展示期間は日本いけばな芸術協会、

JFTD 中山佳巳氏、村松統括プロデューサー、假屋崎省吾氏、日本フラワーデザイナー協会花ファッ

ションデザインチームへ依頼し、その他一般展示期間はスケジュール素案に基づき応募いただい

た出展者と期間調整を行い、下記展示スケジュールを策定した。

第３章　出展計画の策定と変更



- 63 -

２．展示スケジュールの変更
　トルコ国内において、博覧会開催中に発生したイスタンブール空港襲撃事件やクーデター未遂
事件などの影響を受け、下記スケジュール表のグレーで表記した団体から出展辞退の申し出があっ
た。
　クーデター未遂事件発生後、トルコ国内の政情が安定するまで外務省より下記の注意喚起が発
令された。これに伴い前期の花き専門スタッフの帰国を早め、後期の花き専門スタッフの渡航時
期を遅らせることとなった。花き専門スタッフ不在の期間においては、生花の荷受け管理作業を
行うことが出来ず、展示を維持することが困難となった。その後、8月 17日の外務省による注意
喚起の失効を受け、8月 25日に後期の花き専門スタッフを派遣した。

 7 月 16日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起）
 現在の状況下では、トルコへの不要不急の渡航はやめてください。在留邦人の皆様におかれては、安全の確
 保に留意し、外出をしないようお願いいたします。
 
 7 月 16日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起その 2）
 現在滞在中の方は現状にかんがみトルコに対する海外安全情報に留意し、報道等により状況の推移を注視
 し、外出は見合わせてください。また、現在の状況下ではトルコへの渡航は極力止めてください。
 
 7 月 18日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起その 3）
 現在滞在中の方は現状にかんがみトルコに対する海外安全情報に留意し、報道等により状況の推移を注視
 するとともに、外出にあたっては、周囲の状況に十分注意を払い、集会等には近づかないようにしてくだ
 さい。また、トルコへの渡航については、現在の状況下においては極力止めてください。

第３章　出展計画の策定と変更

●外務省の注意喚起発令（抜粋）
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　７月１６日以降の展示について、下記の通り計画変更を行った。

第３章　出展計画の策定と変更

季節

テーマ
期　　間

テーマ

スタンド

いけばな

スタンド

花き展示

スタンド
メインスタンドの変更内容

7/06-7/15

(10日間)

政府展示として村

松プロデューサー

の展示

いけばな草月流辞

退に伴い、村松統

括プロデューサー

の展示に変更

コンテスト出

品花き、輸出

向けPR用花

材などの展示

7/26まで予定のJFTD中山佳巳氏の展示を7/15までに

変更

7/16-7/27

(12日間)

7/28-8/7

(11日間)

政府展示

（流木）

政府展示

（垂れグワ等）

8/8-8/12

(5日間)

9/7-9/12

(6日間)

村松統括プロ

デューサーの展示

を生花に変更

予定通り、假屋崎省吾氏による政府展示を実施

10/26-10/30

(5日間)

アンタルヤ国際園芸博覧会出展愛知実行委員会辞退に

伴い、政府展示に変更

日本レミコ押し花学院は押し花展示を行い、次の長野

県・長野県花きイノベーション推進協議会辞退と村松

統括プロデューサー及び現地事務所の生花展示が不可

能だったため、日本レミコ押し花学院の展示期間を延

長

輝

き

の

祭

百

花

繚

乱

いけばな小原流辞

退に伴い、村松統

括プロデューサー

の展示に変更

屋内展示スペース閉鎖

東北花き園芸復興協議会辞退に伴い、政府展示に変更
政府展示として、

村松プロデュー

サーの展示を造花

に変更

政府展示として村

松プロデューサー

の展示

村松統括プロ

デューサーの展示

を造花に変更

政府展示とし

て押し花展示

コンテスト出

品花き、輸出

向けPR用花

材などの展示

8/13-9/6

(25日間)

9/13-10/25

(43日間)

日本フラワーデザイナー協会花ファッションデザイン

チーム、プリザービングフラワーズ協会、アンタルヤ

国際園芸博覧会出展愛知実行委員会の辞退に伴い、政

府展示に変更

（出展者、出展時期の変更）

（展示花材、展示品等の変更）

　前期花き専門スタッフの帰国（7/22）から後期花き専門スタッフのトルコ到着（8/26）までの
期間は生花の受け入れ体制が整わなかった。7月 28日の展示再開にあたっては、メインスタンド
に東北花き園芸復興協議会のパネルを展示した。ジャパンデー（9/7）からの 6日間は、生花を使
用して展示を行った。テーマスタンドといけばなスタンドは生花の展示を閉幕まで継続した。メ
インスタンドは 9月 13 日から 10月 25 日まで押し花展示を行い、10月 26 日からは村松統括プ
ロデューサーによる生花を使用した作品を展示した。
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　テーマスタンドといけばなスタンドの展示制作スケジュール

　また、8月8日から9月6日の期間は生花がなく、造花を利用した展示デザインを行った。各コー
ナーの造花を使った展示デザインは下記のとおり。

【テーマスタンド】

【メインスタンド内】

【いけばなスタンド】 【花き展示スタンド】

テーマスタンド いけばなスタンド
制作 出展・制作

4/23-5/10 村松統括プロデューサー

5/11-5/24 花き専門スタッフ

5/25-6/7 花き専門スタッフ

6/8-6/21 花き専門スタッフ

6/22-7/5 村松統括プロデューサー

7/6-8/7 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

8/8-9/6
村松統括プロデューサー

（造花）

村松統括プロデューサー

（造花）

9/7-9/22 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

9/23-10/4 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/5-10/19 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/20-10/25 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/26-10/30 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

季節テーマ 展示期間

花見小路

百花繚乱

華道家元池坊

輝きの祭

展示監修

村松統括プロデューサー

村松統括プロデューサー

村松統括プロデューサー

第３章　出展計画の策定と変更
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日本国政府出展屋内展示

第４章　事業推進業務
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１．事務局体制

　過去の国際園芸博覧会の業務実績を持つスタッフを配置した事務局体制を構築した。事務局は

日本国内に設置した日本国政府出展屋内展示事務局（以下、国内事務局）とトルコ国内に設置し

た日本国政府出展現地事務所（以下、現地事務所）で構成され、常に連携を保ち、事業推進に努

めた。

　開幕前から関係者との定期的なミーティングを重ね、事業計画の策定や事業の進捗状況の確認、

課題の解決方法などを共有した。

農林水産省

外務省

経済産業省

国土交通省

（公財）都市緑化機構

政府出展屋内展示
基本方針検討委員会

（基本方針策定時）

政府出展屋内展示
基本計画検討委員会

（基本計画策定時）

運営委員会

統括プロデューサー
国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

日本国政府出展 屋内展示事務局

・企画 /計画 /調整業務
・展示計画管理業務
・各種募集業務
・出展 /出品勧奨業務
・出展者国内調整
・輸送 /通関 /検疫管理業務
・行催事調整業務
・花き専門スタッフ国内調整
・総務 /経理業務

（日本国内） （屋外展示事務局）

国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

日本国政府出展 現地事務所

・現地施工業務
・運営管理業務
・展示管理 /出展者対応業務
・輸送管理業務
・コンテスト申請管理業務
・行催事実施業務
・花き専門スタッフ管理
・総務 /経理業務

（トルコ国内）

2016 年アンタルヤ国際園芸博覧会

日本庭園出展実行委員会事務局

コンテスト部会

・博覧会への出展、コンテストへの出品、
広報等を効率的、効果的に実施するた
めのアドバイス

・出品の奨励
・出品物の選定
・出品指導
・輸送出荷の指導

計画案に対する効果的な
広報行うためのアドバイス

・全体テーマと個々の展示の統一感
を確保するためのアドバイス業務
・テーマスタンドの展示制作業務

在トルコ日本国大使館

国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

事務局

広報意見聴取会

第４章　事業推進業務
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２．統括プロデューサー

　屋内展示スペースの展示デザイン及び展示運

営について、テーマに沿った統一性を保ち、出

展参加者への助言を行う統括プロデューサーを

配置した。この業務については、村松文彦氏に

依頼し、政府展示を行っていただく方々やメイ

ンスタンドの出展希望者に対して、博覧会期間

中を通じてコンセプトの整合性や統一感を保つ

ため、事前の調整業務を行っていただいた。

　また、各出展担当者から、展示デザインのコ

ンセプトやデザイン画などを提出いただき、そ

の内容について助言していただいた。

３．各種募集

　各種募集を通じて本事業の情報発信とともに

花き業界への情報提供を行った。

３- １．メインスタンド出展者の募集
　日本国政府出展屋内展示内の約 50㎡におい

て行う、地方公共団体や花き等園芸関係団体、
民間企業等の特色を活かした展示を募集した。
　出展者の決定は、政府出展屋内展示のテーマ
と各団体の出展内容との整合性や他の展示との
つながりを考慮し、第三者によって構成される
審査会を経て決定した。
〔募集期間〕

平成 27年 11月 5日（木）～平成 27年 11月 30日（月）

〔追加募集期間〕

平成 27年 12月 25日（金）～平成 28年 1月 18日（月）

　出展が決定した団体・企業は、各出展開始の
3ヶ月前までに具体的な展示プラン（デザイン、
設計図面、使用する花材等）が分かる書面を国
内事務局へ提出いただき、統括プロデューサー
とデザインの事前協議を行っていただいた。

３- ２．コンテスト出品花きの募集
　我が国の優れた花きを国内外にPRするため、
日本産花きのより多くの受賞を目指し、コンテ
ストに出品する花きを募集した。
〔募集期間〕2016 年 2月 8日から 2016 年 8月末日

　対象花きは、基本的に日本産花き ( 切り花、
鉢物・苗物、球根植物、植木類、盆栽、山野草
等 ) とし、国際的にも一定の評価を得る可能性
の高いもので、アンタルヤ博覧会協会事務局が
提示するコンテストカテゴリーに合致するもの
とした。

３- ３．輸出向け PR用提供花材の募集
　国内外に我が国の高品質で多様な花き及び花
き文化を魅せる政府展示の場を活用して輸出促
進のための PRを希望される生産者や団体、育
種家の方々から、日本で生産または育種された
もので提供いただける花きを募集した。
〔募集期間〕平成 28年 2月 8日から平成 28年 8月末日

　対象花きは、我が国で生産または育種された
花き ( 切り花、鉢物・苗物、植木類、盆栽、苗物 )
とした。

３- ４．ボランティア催事参加者の募集
　来場者に日本の園芸文化や伝統文化を体験し
楽しんでもらうため、花にまつわる日本の文化
紹介や催事を自己負担で企画・実施いただける
個人・各種団体等を募集した。
〔募集期間〕平成 28年 2月 12日から 8月末日まで

　ボランティア催事は参加時期により 2つの

参加区分に分け募集した。 

　a. ジャパンフェスティバル催事

　　参加期間：ジャパンフェスティバル期間

　　（9月 7日～ 9月 10日）

　b. 一般催事

　　参加期間 :ジャパンフェスティバル期間を除く全期間

　　（4月23日～9月 6日及び9月11日～10月 30日）
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３- ５．展示用資材協賛の募集
　政府展示に必要な展示用資材（花瓶などの花

器、水揚げ剤、活力剤や花桶バケツなど）の協

賛募集を行った。協賛メリットとして、屋内展

示スペース内に企業名を掲出した。
〔募集期間〕平成 28年 4月 1日から平成 28年 8月末日

３- ６．花き専門スタッフの募集
　展示の運営及び管理、賓客 /来場者の接遇等

を円滑かつ適切に行うため、花きの知識を有す

る専門 スタッフを募集した。
■業務内容 : 展示物の日常の管理、賓客及び一般来場者

への接遇 ( 花きの準備、説明等 )、 ワークショップの実施、

政府出展屋内展示に於ける日常の運営業務全般 等

■資 格 : 花きに関連する専門知識や業務経験を有し、上

記の業務を行える方

■期 間 : 約 4 ヶ月程度 ( 前半 :4 月上旬 ~7 月下旬、後半 :7 

月下旬 ~11 月上旬 )

■人 数 : 常時 5 名程度を配置 ( 前半 5 名程度、後半 5 名

程度 )

■募集期間 : 平成 27年 11月 4日 ~11 月 30 日

■選考方法：１次審査書類選考、2次審査面接

　結果、前半５名、後半５名、中間１名を採用し、

事前研修を行った上で、現地への派遣を行った。

３- ７．花き専門スタッフの研修
　花き専門スタッフに対し、渡航前に東京の事

務局にて研修を行った。研修では、博覧会出展

の基本方針・基本計画及び海外生活の心得（安

全管理等）について農林水産省担当官から説明

を行ったほか、村松統括プロデューサーによる

実技指導、花き専門スタッフ相互による専門技

術の説明・紹介、事務局による花育の説明等を

行った。また、イスラム文化についての理解を

深めるため、トルコ文化センターの講師に講演

いただいた。

４．輸送業務

４-１．輸送ルート
　博覧会開幕前に試験輸送を行った。トルコ側

博覧会協会からは、通関・検疫は博覧会会場

近隣の施設で行うと説明を受けていたが、実際

はアンタルヤ空港で行われていることが判明し

た。また 2つの試験輸送ルート（陸送・空輸）

のタイムスケジュールが不安定で、その原因が

イスタンブール空港の保税転送手続きにあるこ

とや税関職員が全ての荷物を開封していること

等にあると判明したため、イスタンブール空港

からアンタルヤ空港まで空輸し、アンタルヤ空

港からトラックにて会場搬入することとした。

４- ２．放射性物質検査の免除
　トルコでは、日本から輸入される全ての食品

及び農水産物について、放射性物質を含まない

ことを証明する書類（トルコ原子力庁発行）の

添付を義務付けている。これに対し、「アンタ

ルヤ国際園芸博覧会」の出展物については、放

射性物質検査を免除するよう政府一体となって

トルコ側に働きかけ、この結果トルコは、同博

覧会のために輸入される植物及び植物製品につ

いては、食品と飼料を除き、放射性物質を含ま

ないことを証明する書類の添付は不要との判断

を示した。これにより同博覧会の出展物である

花や植木については、放射性物質含有量等の検

査は不要となった。

４- ３．通関・検疫
　全ての花材で通常通りの検疫が必要であっ

た。また花材・資材ともに通関の際に税金の支

払が発生した。関税率を確認するため、税関職

員が全ての荷物を開封し、中身を確認していた

ために、日本から会場到着の輸送日数は、3日

間～ 8日間と不安定であった。
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４- ４．輸送フロー図

　花材と資材の輸送フローを、以下に示す。博覧会場までの輸送に要する日数は、花材では３～
７日間、資材では５～８日間であった。開幕当初は、博覧会としての輸送体制、通関・検疫体制が整っ

ておらず、アンタルヤ空港での通関に数日かかることもあり、対応に苦慮した。
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４- ５．出荷手順マニュアル

International Horticultural  
Exposition Expo 2016 Antalya 

2016

(2016.5.19)

2016

2016

　メインスタンドの展示を行う地方公共団体、花き等園芸関係団体、民間企業等並びにコンテス
ト出品者及び輸出向け PR 用提供花材等の出品者に対して、花きの輸送についてのアドバイスを

行うため、コンテスト部会から意見をいただき、輸送に関するマニュアル「出荷手順マニュアル」

を作成し、事務局より配布を行った。

　出荷準備としての提出書類の作成方法や輸送ルート、輸送に要する日数、梱包方法、ラベルの

貼り付け方、植物検疫相談、問い合わせ先などを記載した。

　特に花材に関しては、日本から博覧会会場まで品質を劣化させることなく輸送するため、切花

では採花後の前処理や予冷などの詳細、輸送途中の梱包内の結露対策及び水切れ防止方法なども

記載した。鉢物については栽培地検査の手順や消毒、品質保持のための梱包手順などを記載した。
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梱包方法に関する例示 表示・ラベルに関する例示

International Horticultural  
Exposition Expo 2016 Antalya 

2016

PR
(2016.6.1)

2016

2016

  

1 – ( 2 ) 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

   

  

 

                                            

 

International Horticultural 
Exposition Expo 2016 Antalya  

2016

2016.6.30

2016

2016
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日本国政府出展屋内展示
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１．現地事務所の設置

　博覧会側との交渉や運営管理業務を円滑に行

うため、現地事務所を設置した。

　また、日本の高品質な花きをより良い状態で

展示するために必要な保冷コンテナを会場内に

設置し、倉庫用コンテナ、ビニールハウスを会

場隣接の敷地内に設置した。

１- １．現地事務所の設備設置
　現地事務所として、オフィスコンテナを会場

隣接の敷地内に設置。スタッフ用オフィスとし

て、テーブル、椅子、整理棚、金庫、インター

ネット環境、プリンターなどはトルコにて調達

した。同敷地内に駐車場の確保も行った。

サイズ：約 15㎡

１- ２．コンテナの設置
　コンテスト出品花き、展示用花きを保管する

ための保冷コンテナ（20 フィート）をインド

アガーデンのバックヤードに設置。また各種備

品を収納するための資材用コンテナ（40フィー

ト）を会場隣接の敷地内現地事務所の横に設置

した。

１- ３．ビニールハウスの設置
　コンテスト出品用花き、展示用花きを養生す

るため、現地事務所横に設置した。通気性を考

慮して、両サイドのシートを開けて、メッシュ

シートを張るなどの改造を加えながら使用し

た。サイズ：横 6.5 ｍ、縦 11ｍ、高さ 3.3 ｍ
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２．屋内展示設営

　2016 年 3月よりインドアガーデン内に日本

国政府屋内展示の設営を開始。花きの展示につ

いては村松文彦統括プロデューサー、修景植栽

の展示については設計デザイナーの南吉英氏を

派遣した。メインスタンド、テーマスタンドに

ついては、村松統括プロデューサーの指示を仰

ぎながら現地事務所全員で作業を実施。開幕日

は４月 23日であったが、前日にオフィシャル

オープニングセレモニーがあったため、作業は

実質 4月 21日までに制限された。

２- １．花き展示及び催事コーナー
　展示コンセプトである日本の季節を連想する

３つの季節テーマを設定し、日本の園芸技術

と文化を広めることを目的に、６つの展示コー

ナーを設置した。

　（１）テーマスタンド

　屋内展示スペースの入口に位置し、展示とし

てもパフォーマンスとしても視認性の高いデザ

インとした。

　（２）メインスタンド

　日本の様々な花きの展示紹介や文化紹介を行

う目的で、開放感ある汎用性の高い展示空間と

して、フラットな 50㎡のスペースを確保した。

屋内展示ホールへの搬入作業の様子

修景植栽搬入の様子

修景植栽レイアウトの最終確認

修景植栽メンテナンス作業の様子
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花の座での装飾展示

花庵でのデモンストレーション

花き展示スタンドで輸出向け PR用提供花材の展示

　（３）いけばなスタンド

　日本の伝統的な花き文化を紹介する目的で、

日本の障子を背景とした和風空間を設置した。

　（４）花の座

　日本の花文化を紹介する展示や花き専門ス

タッフによるデモンストレーション、花育ワー

クショップなどが開催出来るよう、畳と板間を

自由に選択出来る汎用性の高い空間を設置し

た。

　（５）花庵

　小さな展示を魅力的に演出出来る奥行きのあ

る和風空間を設置した。

　（６）花き展示スタンド

　高品質な日本産花きを PR するコーナーで、

コンテスト出品花材や輸出向け PR用提供花材

を効果的に展示するため、ひな壇型の設計とし

た。
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２- ２．一般展示設営
（１）出展準備

　国内事務局が 2016 年３月から各出展団体に

屋内展示スペースの立地や留意点等の情報提供

を行った。その際、展示の手引きや輸送マニュ

アル、スタッフパス申請に必要書類、各種資料

を配布、説明を行った。

（２）花材・資材の輸送

　一般展示の花材・資材を日本からアンタルヤ

の博覧会場まで輸送するための手続き、経費の

負担は出展者が行った。国内事務局は、「出荷

手順マニュアル」や「梱包用ステッカー」を出

展者に配布し、荷物が確実に会場に到着するよ

うサポートを行った。しかし、税関担当者が花

材、資材の対応について認識が薄く、荷物到着

が遅延しダメージを受けていたり、展示スケ

ジュールの変更を余儀なくされる等のトラブル

が発生したため、対応に苦慮した。

（３）搬入、展示作業

　搬入、展示作業は出展者が独自で現地で行

い、運搬については、現地事務所が博覧会側に

フォークリフトやスタッフを依頼してサポー

トを行った。セキュリティが厳しく、事前申

請をしていても搬入車両が会場内に進入する

ことが許可されないこともあり、セキュリティ

ゲートにて、積み替えをして都度搬入作業を行

うこともあった。

（4）備品の貸し出し

　現地事務所は、展示、メンテナンスに必要な

備品を出展団体に提供した。提供する備品は、

出展者の手引きで紹介し、政府展示のメンテナ

ンスに使用する備品と共用していたため、出展

団体は事前申請を行い、空き状況に応じて利用

することができた。

フォークリフトを利用した搬入の様子

（５）展示品の撤去・廃棄

　展示期間終了後の撤去作業は、閉場後に出展

団体スタッフが行った。日本から送られた花材、

資材は税関立ち合いのもと、処分する手順で一

時保管したが、立会い検査がなかったため、イ

ンドアガーデン近くのゴミ廃棄エリアに持ち込

み廃棄処分を行った。

ゴミ処理コンテナ ゴミ廃棄処理車

展示入れ替えの様子
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３．運営業務

　現地事務所は現地事務所長、副所長、各業務

担当ディレクター４名、コミュニケーター（ト

ルコ人）１名、花き専門スタッフ前期（4/11

～ 7/23）5名、中期（6/5 ～ 7/23）１名、後

期（8/25 ～ 11/4）４名で構成された。

　現地運営は、現地事務所長が全体を管理し、

ディレクターと花き専門スタッフが協力して業

務にあたった。主な業務は、展示管理業務、コ

ンテスト業務、輸送管理業務、来場者案内業務、

各種申請業務であった。花き専門スタッフは主

に専門性に応じた業務を担当し、フローリスト

は花材、植栽のメンテナンス、盆栽技師は植栽

のメンテナンス、市場から派遣されたスタッフ

は荷受、着荷状態の記録、報告等を行った。

　博覧会の開園時間は、午前 10時～深夜 2時

だったが、夜間の来場者が少なかったため、博

覧会側と協議を行い、日本としての開場時間は、

10時～ 20時とした。

３- １．荷受け業務
　日本から送られてくる花材、資材をエアウェ

イビル（AWB）でチェックしながら荷受けを

行った。しかし、会場は保税エリアでなかった

ため、通関が円滑に実施されず、計画通りに

花きや資材が届かないことがあり、度々スケ

ジュールの変更を余儀なくされ対応に苦慮し

た。花材は到着後直ちに現地事務所ディレク

ターと花き専門スタッフで水揚げを行い、より

３- ２．コンテスト出品業務
　コンテストの出品については、専用のフォーム

によりカテゴリー（規定の品目カテゴリー）と出

品者情報をとりまとめて申請し、それが受理され

た後に品種名のリストを提出、登録した。各カテ

ゴリーごとに 5品種以上の出品がない場合はコン

テストが不成立となり、出品物には評価点のみ与

えられ、金銀銅賞は付与されなかった。

　またカテゴリー以外の品目については、出品

希望があっても審査の対象とされなかった。会

期を通じた調整の結果、当初カテゴリー外であっ

たリンドウが最後のコンテストにおいては正規

のコンテスト品目として取り扱われるに至った。

３- ３．輸出向け PR用提供花材の展示管理業務
　輸出向け PR用提供花材については、現地事

務所により花材の荷受け、保冷管理を行ったほ

か、紹介パネルを製作して展示物の前に掲示し

た。展示デザインに使用された花きの品目・品

種名等が記載されているため、来場者の中には

とても喜ばれる方も多く情報発信の機能を果た

した。
荷受けした花材を確認
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良い状態でコンテスト出品、展示ができるよう

品質維持に努め、保冷庫での管理を行った。

資材は到着後個数を確認し、倉庫用コンテナ及

び日本展示スペースのバックヤードで保管し

た。
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３- ４．屋内展示運営業務
　開場１時間前から、現地事務所のスタッフで

分業し、清掃等朝のメンテナンス業務を行っ

た。開場時間内は、現地事務所のスタッフを配

置し、来場者に対する展示説明や花きの説明を

行った。閉場後に水やり、メンテナンス業務を

行い１日の業務を終了した。

３- ５．展示入れ替え業務
　メインスタンド、テーマスタンドの入れ替え

作業は、20時の閉場後に作業を行った。

　搬入出の車両については、セキュリティが厳

しく、展示入れ替えの度に現地事務所が博覧会

側と調整、交渉し、申請手続きを行い対応した。

　基本的に展示入れ替え日は全員出勤とし、出

展参加団体の撤去作業、展示作業の補助を行っ

た。運搬作業については、博覧会側に事前に

フォークリフトや作業スタッフの手配要請を

行った。

３- ６．出展団体対応業務
　出展者の現地での作業が円滑に進むようにす

るために、出展者の渡航スケジュール、作業ス

ケジュール、展示デザイン、必要な備品等につ

いて、国内事務局が出展者と事前に確認を行い、

現地事務所は、その情報を共有して現場対応を

行った。また、花材、資材の現地調達が必要な

場合は、現地事務所が紹介をしたり、同行し
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て市場で購入できるようコーディネートした。

展示・撤去作業は、できるだけ短い時間で終

わるよう現地事務所が作業補助を行った。

　なお、ボランティア催事については、計画

段階では予定されていたが、クーデター未遂

事件の影響により中止となった。

３- ７．花きの保管管理業務
　コンテスト出品用花き、展示用花材の管理

を花き専門スタッフを中心に行った。保冷コ

ンテナは定期的に消毒を行い、花材の出し入

れがし易いよう整理棚を設置。ビニールハウ

スで養生していた鉢物は現地の気温が高かっ

たため、維持管理に工夫を凝らした。気温と

日照の調整を同時にする必要があったため遮

光シートを設置し、水やり管理を行った。

３- ８．花材・資材の廃棄業務
　現地で手配した花材、資材はインドアガー

デン近くのゴミ廃棄エリアに持ち込んだ。日

本から輸送したコンテスト出品花き、展示用

花き、資材については、税関立ち合いのもと

処分する予定でビニールハウスで保管したが、

立会い検査がなかったため、博覧会協会と調

整・確認後、インドアガーデン近くのゴミ廃

棄エリアに持ち込んだ。

３- ９．各種申請業務
　会場内で作業を行う現地スタッフ及び関係

者のスタッフパス申請、搬入出車両を会場に

入れるための車両申請等の申請業務を行った。

　また 90日以上滞在する現地スタッフについ

ては、通常の滞在許可証が必要であったため、

移民局にて申請手続きを行い取得した。

輸出向け PR用提供花材はトルコ語パネルとともに展示
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４．接遇業務

　現地事務所は会期中に来訪された賓客に対し

日本国政府出展屋内展示の説明、博覧会会場内

の案内を在トルコ日本国大使館、博覧会協会と

協力・調整のもと行った。

　トルコの治安に対する不安の影響等を受け接

遇実施件数は１件のみとなった。

（１）実施方法

　在トルコ日本大使館経由での接遇の際は、賓

客は博覧会協会から VIP としての扱いとなり、

視察ルートは博覧会協会側がアレンジし、場内

の移動はカートで行うこととなった。

坂井財務副大臣へ屋内展示を説明

メインスタンド展示を説明

第５章　事業運営業務

３- １０．安全管理
　出展者、現地事務所スタッフをはじめとする

関係者の安全管理に関し、以下のことを行った。

・在トルコ日本国大使館及び外務省の海外安全

情報や博覧会協会からの安全管理情報を入手し

関係者に周知した。

・出展者をはじめとする関係者に対し渡航情報

や行程表の提出を依頼し、現地事務所スタッフ

及び短期出張者の情報と合わせて、在トルコ日

本国大使館、農林水産省、国内事務局、現地事

務所で共有した。

・３ヶ月以上滞在する現地事務所スタッフは、

在トルコ日本国大使館に在留届を提出し、安全

情報の入手に努めるとともに、有事の際に在ト

ルコ日本国大使館と連絡が取れる環境を整え

た。

・滞在期間３ヶ月未満の現地事務所スタッフ、

出展者、関係者に対し、外務省海外旅行登録「た

びレジ」への登録を強く推奨した。

・非常時の避難経路を確認し、関係者に周知し

た。

・現地事務所スタッフに対し、日常での行動で

安全に心がけるように指示した。

（２）実施内容

　現地事務所長らが、屋内出展の展示について

説明をするとともに、賓客に帯同し日本庭園の

説明を行った。

　接遇実施時にトルコ現地メディアの取材が入

るとともに、トルコ側の公式 Facebook でも紹

介された。

（３）接遇実績

　5月 1日　坂井財務副大臣、横浜市議団、在

トルコ日本国大使館、総勢 19名
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日本国政府出展屋内展示

第６章　屋内展示施工及び常設展示
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１．屋内展示設計施工業務

テーマを重視した展示設計

　今回の屋内展示のコンセプトにもある「江戸時代」の表現を効果的に行うため、展示設計につ

いては日本の江戸時代の家屋を表現し、トルコをはじめとする来場者の皆さまに、空間としての

日本の魅力を伝えるものとした。

江戸時代の家屋を表現

第 6章　屋内展示施工及び常設展示
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２．常設展示－情報発信コーナー

（１）情報発信コーナー

　映像では、日本とトルコの絆と題して、

1890 年のエルトゥールル号事件から東日本大

震災での救助活動に至る友好関係を紹介し、今

なお友好関係が続く両国の関係を表現。また世

界を魅了する盆栽文化や日本の美しい花を紹介

した。合わせて国際花と緑の博覧会記念協会提

供による、自然と人間との共生に関する事業活

動を紹介した。これらの映像をループで上映し

た。

（２）コマーシャルコーナー

　来場者が自由に手に取れるよう政府出展やメ

インスタンド出展者の事業・活動を紹介するパ

ンフレット、チラシを置き、花き産地の情報等

を紹介した。

（３）インフォメーション

　来場者に展示スケジュールや展示内容を紹介

したり、花育ワークショップやデモンストレー

ションなどのイベントを紹介する場所として機

能した。

パネル「日本の気候風土」 パネル「日本とトルコの絆」 パネル「盆栽 それは日本古来の芸術」

ビデオ「日本とトルコの絆」 ビデオ「盆栽」 ビデオ「肥後六花 今に伝わる伝統園芸文化」

コマーシャルコーナー インフォメーション

第 6章　屋内展示施工及び常設展示
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３．常設展示－

（１）日本の伝統園芸の紹介

　国際花と緑の博覧会記念協会の出展により、

日本の江戸時代に栄えた園芸文化を象徴的に紹

介する為、肥後六花の映像資料をもとに iPad

を利用したマルチ映像コーナーを制作展示し

た。

　また、政府展示の情報発信コーナーの映像に

も「伝統園芸文化・肥後六花」の映像を上映し

た。映像は、トルコ語のナレーション翻訳を行

い、トルコの方々にも楽しんでいただいた。

（公財）国際花と緑の博覧会記念協会コーナー

（２）東日本大震災被災地産の花き展示

　国際花と緑の博覧会記念協会の委託業務によ

り、東日本大震災被災地支援として、花材調達

をして、展示を行った。

第 6章　屋内展示施工及び常設展示



- 85 -

日本国政府出展屋内展示

第７章　行催事業務
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１．オープニング

　4月 23 日に日本のオープニング式典、オー

プニングレセプションを開催した。

１- １．オープニング式典
　屋内展示の開会式典としてテープカットセレ

モニーを実施し、続いて屋外展示の開会式典と

して鯉のぼりの掲揚を行った。その後、博覧会

事務局関係者を招いてレセプションを開催し、

村松統括プロデューサーによるフラワーデザイ

ンパフォーマンスを披露した。

9:00~9:20　屋内展示オープニング式典

・日本国政府代表挨拶　勝亦公使

・農林水産省代表挨拶　鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官

・テープカットセレモニー

　勝亦　日本国政府代表

　鈴木　農林水産省大臣官房生産振興審議官

　佐南谷　国土交通省大臣官房審議官

　和田　AIPH 副会長

　大槻　国際花と緑の博覧会記念協会企画事業部長

　宮下　日本庭園出展実行委員会会長代理

　山形　屋内展示現地事務所所長

・屋内展示視察／記念撮影

・移動（ゴルフカートを利用して移動）

 9:40-10:00　屋外展示オープニング式典

・国土交通省代表挨拶　佐南谷大臣官房審議官

・鯉のぼり掲揚

　勝亦　日本国政府代表

　佐南谷　国土交通省大臣官房審議官

　鈴木　農林水産省大臣官房生産振興審議官

　和田　AIPH 副会長

　宮下　日本庭園出展実行委員会会長代理

　大槻　国際花と緑の博覧会記念協会企画事業部長

　山形　屋内展示現地事務所所長

・記念撮影／屋外展示視察

10:00-11:30 EXPO 2016 会場視察

１- ２．オープニングレセプション
12:00-14:00　日本政府出展オープニングレセプション

　　　　　　（会場：コングレスセンター）

・村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス

・日本国政府代表挨拶　勝亦 在トルコ日本国大使館公使

・乾杯挨拶　鈴木 農林水産省大臣官房生産振興審議官 

・歓談・会食

・閉会挨拶　佐南谷 国土交通省大臣官房審議官

第７章　行催事業務
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２．ジャパンデー、ジャパンフェスティバル

　9月 7日にジャパンデーを開催した。

（ビジネス意見交換会は第 8章参照）

２- １．博覧会側による迎賓
　15:00 より VIP 棟にて中村日本国政府代表、

鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官、古澤

国土交通省緑地環境室長らが博覧会側に迎えら

れた。中村政府代表がサインブックへの記帳を

行い、博覧会側から記念品をいただいた。

２- ２．ジャパンデー公式式典
　18:00 より屋外小円形劇場にてジャパンデー

公式式典が開催された。一般来場者も参加するた

め、進行は日本語で行い、トルコ語の逐次通訳を

行った。

・国旗掲揚

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・農林水産省挨拶　鈴木大臣官房生産振興審議官

・歓迎挨拶　エルドアン キョク トルコ政府代表
・観光庁ビデオを上映

・映画「海難１８９０」のダイジェスト上映

・假屋崎省吾氏による華道パフォーマンス

・歌舞伎舞踊パフォーマンス

・記念撮影

２- ３．ジャパンデー記念レセプション
　19:30 よりコングレスレンターにてナショナ

ルデーの答礼として、日本側主催で博覧会幹部

らとのレセプションを開催した。假屋崎省吾氏

による華道パフォーマンスも披露した。

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・EXPO 2016 挨拶 エルドアン キョクトルコ政府代表

・乾杯挨拶  古澤国土交通省緑地環境室長

・歓談・会食

・記念品贈呈（政府代表より EXPO 2016 代表へ）

・假屋崎省吾氏による華道パフォーマンス

・閉会挨拶  鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官

第７章　行催事業務
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２- ４．メインアトラクション
　21:00 より屋外小円形劇場にて「日本とトル

コの絆」をテーマに、「歌舞伎の舞、和の響き」

と題した日本の伝統的舞踊と和太鼓、三味線に

よる迫力ある演奏を披露した。舞踊は、伊瑳谷

門取と實川ふう。演奏は、打打打団天鼓により

実施した。

２- ５．ジャパンフェスティバル催事
　9月 7日から 10 日の４日間、ジャパンフェ

スティバルを開催した。

（１）映画「海難 1890」の上映
　9月 8日から 10日の

3日間、コングレスセン

ターにてジャパンフェス

ティバルの催事として、

日トルコ共同制作映画

「海難 1890」の本編を

３日間にわたりコング

レスセンター会場にて

上映した。

（２）押し花うちわづくり
　9月8日から10日の3日間、屋内展示スペー

スにて花きを使った体験イベントとして、押し

花を用いたうちわづくりを行った。大人も子供

も家族で楽しめる

催事として好評

だった。

（３）その他、屋外展示での催事
　オールジャパンとして、屋外展示のイベント

とも連動した広報を行い催事の相乗効果を図っ

た。9月 8日から 10日の 3日間、日本庭園で

は庭園技術のパフォ

ーマンスやワーク

ショップ、日本伝統

の遊びで大人も子供

も楽しんだ。
※ (3) の催事は、2016 年アン
タルヤ国際園芸博覧会日本庭園
出展実行委員会事務局の主催で
開催されたものであり、農林水
産省の事業ではありません。

第７章　行催事業務
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３．クロージング

　10月29日夜にレセプション、30日にクロー

ジング式典を実施した。（30日は博覧会側が多

忙なため、レセプションは29日の実施とした。）

３- １．クロージングレセプション
閉幕前日 19:30-21:00 クロージングレセプション

　屋内展示の閉会にあたり、運営にご尽力いた

だいた博覧会側の幹部や事務局スタッフを招き

コングレスセンターにてレセプションを開催し

た。

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・来賓挨拶　エルドアン キョク トルコ政府代表
・農林水産省挨拶　綱澤花き産業・施設園芸振興室長

・日本庭園贈呈（梛野審議官よりキョク大使へ）

・日本出展ダイジェスト映像

・国土交通省閉会挨拶　梛野大臣官房審議官

 ３- ２．クロージング式典
10:00-10:30 屋内展示クロージング式典

・村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス

・農林水産省代表挨拶　綱澤花き産業・施設園芸振興室長

・切り花セレモニー

　中村　日本国政府代表

　綱澤　農林水産省花き産業・施設園芸振興室長

　梛野　国土交通省大臣官房審議官

・記念撮影

11:00-11:30 屋外展示クロージング式典

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・国土交通省代表挨拶　梛野大臣官房審議官

・鯉のぼり降納

　中村　日本国政府代表

　梛野　国土交通省大臣官房審議官

　綱澤　農林水産省花き産業・施設園芸振興室長

　松島　日本庭園出展実行委員会会長代理

　山形　現地事務所長

第７章　行催事業務

日本の展示を振り返る映像上映

日本出展に尽力いただいたトルコ関係者
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４．会期中イベント展開
　日本の花きの素晴らしさと伝統文化を来場者に楽しんでもらうために、花育ワークショッ
プ、いけばなやフラワーアレンジメントのデモンストレーション（実演）、盆栽ガイドツアー
を開催。花の座、花庵、メインスタンドを利用し、多くの来場者が観覧、参加され大変な反響だっ
た。花育ワークショップは４回、デモンストレーションなどの実演は１８回、盆栽ガイドツアー
２回は開催された。

第７章　行催事業務

jQwUeGcbek

開催日 内容 開催時間 場所

2016年5月14日(土)

花育

・いけばな実演

・花育ワークショップ

いけばな実演

 ①13:00~13:30

 ②14:30~15:00

ワークショップ

 13:00~16:00

いけばな実演：花庵

ワークショップ：花の座

2016年5月21日(土) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年5月28日(土) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:30 花の座

2016年5月29日(日) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年６月4日(土) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年６月5日(日) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:30 花の座

2016年６月11日(土)

花育

・フラワーアレンジメント実演

・花育ワークショップ

フラワーアレンジ実演

14:45~15:00

花育ワークショップ

15:00~16:00

アレンジ実演：花庵

ワークショップ：花の座

2016年６月12日(日) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

盆栽ガイドツアー 15:15~15:45 メインスタンド

いけばな実演 15:00~15:15 花庵

盆栽ガイドツアー 15:15~15:45 メインスタンド

2016年６月22日(水) フラワーアレンジメント実演 15:00~18:15 花の座

2016年６月25日(土) フラワーアレンジメント実演 18:00~18:15 花の座

2016年６月26日(日) いけばな実演 15:00~15:15 花庵

2016年7月2日(土) いけばな実演 16:00~16:15 花庵

2016年7月6日(火) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年7月9日(土) いけばな実演 15:00~15:15 花庵

2016年9月24日(土) 花育ワークショップ 13:00~14:00 花の座

2016年10月8日(土) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年10月22日(土) 花育ワークショップ 13:00~14:00 花庵

2016年10月23日(日) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年６月18日(土)

2016年６月19日(日)

(水)

ワークショップ
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日本国政府出展屋内展示

第８章　ビジネス意見交換会
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１．ビジネス意見交換会概要

　現在、トルコでは急速なインフラ整備が進ん

でおり、都市緑化について非常に関心が高い状

況にある。また、10 年ほど前までは装飾や贈

り物に造花が使われていたが、最近生花の使用

が増えてきていると言われている。このような

中、今後の日本とトルコのビジネスの可能性や

展望を探るため、ジャパンデープログラムの一

貫としてこの意見交換会を行った。結果は、座

長サマリーとしてとりまとめた。

日時：2016 年 9月 7日  14:30 ～ 16:00

場所：アンタルヤ国際園芸博覧会場内

　　　ＶＩＰ棟会議室

テーマ：都市化と人と環境

２．参加者一覧

（座長）

福井　博一

岐阜大学 応用生物科学部　学部長・教授

（日本側出席者）

磯村　信夫 一般社団法人日本花き卸売市場協会　会長

輿水　肇 公益財団法人都市緑化機構　理事長

山田　拓広 一般社団法人日本造園建設業協会 国際委員長

西岸　芳雄 全国花き輸出拡大協議会 事務局長

（トルコ側出席者）

セラハッティン アルツン SUSBiR　会長

ヤシン オツゾール  SUSBiR　副会長

シェネル コルクット   S.S.Flora Antalya 会長

ネジップ ポラット 　S.S.Flora Antalya 副会長

ギュルダル コシュ 　S.S.Flora Antalya エンジニア

SUSBiR ＝観賞用植物生産者組合

S.S.FLORA ＝花き市場グループ

鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官による挨拶

日本側参加者 トルコ側参加者

第８章　ビジネス意見交換会
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３．意見交換会内容

　ビジネス意見交換会の座長サマリーは以下の

とおり。

トルコ側出席者

１）全国 18社の花き市場が中心となって花き

生産者が組織化されＥＵ諸国やロシア等に輸出

が行われている。

２）輸出にあたって、輸出先国の文化や消費需

要等を分析し、それに基づいてカーネーション

やカスミソウ等の切り花を輸出している。

３）日本との取引では過去にはカーネーション

の輸出が行われていたものの、現在では取り扱

いがない。日本への輸出がなくなった理由とし

て、航空運賃が高いことや日本が求める品質基

準を満たせなかったことがある。

４）トルコ人は日本に対して強い親近感を持っ

ているものの、日本との文化の交流や理解には

至っておらず、ビジネスの構築が出来ていない。

５）植木業界においては、都市緑化に関する法

律によって、植木生産、造園施工、ランドスケー

プ等の関係企業は国内すべての企業が組織化さ

れており、都市化の進展に伴い、生産・流通も

拡大しつつある。

６）日本産の植木や盆栽はイタリアやオランダ

経由で一部輸入し、トルコ国内で育成した後に

国内への供給や中央アジア諸国等への輸出が行

われている。

７）日本からの植木等の直接輸入を希望してい

るが、トルコと日本の直接的な交流ルートは構

築できていない。

８）今後より質の高い日本産植物やデザインの

活用、栽培管理や施工管理技術の向上が必要と

なっている。

９）日本は花き・植木の先進国であり品種開発

が進んでいる。しかし、日本で育成された品種

などの情報が充分に入手出来ていない。

日本側出席者

１）物（花き・植木）の輸出入の前に、相互

の文化や国民性の理解、消費需要等の分析が

重要である。この点では、今回の国際園芸博

2016 が出発点となる。

２）日本庭園は、施工直後で完了するもので

はなく、その後の管理による 20 年・50 年後

の姿を目指している。剪定などの管理技術の

修得について協力できるのではないか。

３）日本からの切り花や鉢物の直接の輸出は、

輸送コストに加えて植物防疫上の問題や放射

能検査など解決すべき課題が多い。

４）日本は世界有数の花き先進国であり、花き・

植木の品種開発は世界の花き市場を牽引して

いる。これらの新品種等を是非トルコ国内に

紹介したい。

５）切り花や鉢物、植木などの物の輸出に加

えて、知的財産としての新品種増殖権を活用

することが可能である。日本の知的財産権を

活用してトルコ国内で増殖・生産した植物を

周辺諸国に輸出することで、トルコ国内の新

たな花き産業が生まれる可能性が高い。

　

日本とトルコの積極的な意見交換

第８章　ビジネス意見交換会
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意見交換の取りまとめ

　今後、日本とトルコの両国の園芸・造園の

文化と技術の交流を更に深めることとする。

　具体的な取り組みとして、以下のような取

り組みを検討する。

①来年日本の横浜で開催される全国都市緑化

よこはまフェア（３月 25日～６月４日　主催

は都市緑化機構と横浜市）では、トルコから

の SUSBiR 関係者の視察団を歓迎する。

②来年トルコのイスタンブールで開催される

EURASIA PLANT FAIR ISTANBUL ＆ FLOWER 

SHOW ISTANBUL （11 月下旬４日間）には、

日本からの全国花き輸出拡大協議会等の出展

を歓迎する。

③ SUSBiR や日本造園建設業協会等の組織間連

携に基づく、長期人材派遣研修や日本庭園の

管理技術セミナーの開催等の可能性を検討す

る。

第８章　ビジネス意見交換会

④切花や鉢物等現物の輸出が当面困難なものに

ついては、植物の新品種の導入を含めた知財輸

出入の可能性を検討する。

　なお、日本からのトルコへの切花及び鉢物の

輸出については、日本からの輸入農林水産物に

ついて放射能検査が義務付けられていることか

ら、当面は、極めて難しい。

　したがって、日本政府からは、鑑賞用植物に

ついては、アンタルヤ国際園芸博覧会の出品植

物と同様に放射能検査の対象から除外すること

を要求することが必要である。

2016 年 9月 7日

座長　福井博一　（署名）
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日本国政府出展屋内展示

第９章　広報業務
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１．広報ツールとその活用

１-１．キービジュアルの作成
　広報ツールのイメージを統一し、訴求力を高めるため、ロゴマークとキービジュアルを作成した。

テーマである「江戸時代」をイメージ出来るよう、浮世絵をモチーフとしたオリジナルのキービジュ

アルをデザインし、海外の方々から見て魅力あるアプローチを目指した。

（春のキービジュアル）

（秋のキービジュアル）

（夏のキービジュアル）

（冬のキービジュアル）

（ロゴマーク）

第９章　広報業務
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１- ２．リーフレットの配布
　屋内展示のコンセプト、テーマ、レイアウト、展示スケジュール等を来場者に紹介するための

リーフレットを制作し、配布を行った。リーフレットはトルコ語・英語・日本語の３言語を使用し、

展示の説明の他、東日本大震災復興支援に対する感謝のメッセージも記載した。

仕様：A4 横３つ折り（仕上がり縦）/言語：トルコ語・英語・日本語 /制作部数：２０万部

１- ３．日本産花き紹介パンフレットの配布
　日本産の高品質花きをアピールするために品種の特徴を紹介したビジネス向けのパンフレット

を制作した。このパンフレットは、ビジネス意見交換会などの参加者及び日本の屋内展示スペー

スに来場される花き業界関係者や園芸に興味を持つ一般来場者にも配布した。

仕様：仕上がり A4サイズ冊子　カラー 20ページ
言語：トルコ語 /英語、英語 /日本語
制作部数：２万部（トルコ語 /英語、英語 /日本語を各１万部づつ）

第９章　広報業務
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１- ４．インターネットプロモーション
　公式ホームページでは、博覧会の概要や屋内展示の紹介をはじめ各種情報発信を行った。この

ホームページは、屋外出展の情報も掲載し、屋外造園関係者や造園ファンとの相乗効果も図った。

また、コンテストの結果なども掲載した。

　さらに、公式 Facebook も設置し、展示の入れ替えやイベント、博覧会の様子などを随時配信した。

■公式ホームページ
（日本語版は 2016 年２月／英語版は同３月公開）

　日本語と英語の仕様とした。URL アドレスは、「expo2016.jp」とし、トルコ側の公式アドレス

「expo2016.org.tr」と親和性を持たせた。公式 Facebook との連動も行うとともに、国土交通省の

日本庭園の紹介も行い、相乗効果を図った。

第９章　広報業務

日本語トップページ

屋内展示のページ

英語トップページ

屋外展示のページ
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●利用者データ

（性別）

　男性 64%　女性 36%

（主な年代別アクセス率）

■公式 Facebook ページ
　事務局スタッフ、花き専門スタッフが準備段

階から開催期間を通して、展示の様子、日本産

花きの 3Ｄの画像、イベントレポート等を投

稿したところ、日本をはじめトルコを中心に世

界から多くのアクセスがあった。

第９章　広報業務
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１- ５．国内イベントプロモーション

フラワードリーム 2016 での広報

第９章　広報業務

フラワーアートミュージアム 2016 での広報

　2016 年 2月 6日と７日開催の「フラワード

リーム 2016 in 東京ビッグサイト」イベント

スペースへの出展を行った。 博覧会のプロモー

ション映像やノベルティの配布とともに、押し 

    花しおりの制作

    ワークショップ

    を開催した。

タピ・ドゥ・フルーとなみでの広報

　富山県砺波市の砺波駅前にて、2016 年 4月

30 日と 5月 1日開催の「タピ・ドゥ・フルー

となみ」で花びらアート作品を作り上げ、博覧

会ノベルティの配布を行い広報した。

　大阪駅構内の時空（とき）の広場にて開催され

た「フラワーアートミュージアム 2016」に 10

月 10 日から 17 日まで出展を行った。コンテス

トで賞を獲得した花材などを紹介し、その中か

ら数種類を実物展示した。
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第９章　広報業務

２．広報の成果

①日本の花き業界関係者に向けた国内広報

　一般出展者の募集や公式ホームページ、Facebook などによる広報活動を展開した。また、出展

者のホームページなどでの広報協力もいただいた。出品花きやコンテスト結果などの紹介は農林

水産省ホームページ、公式ホームページ、Facebook で広報展開を行った。これにより新聞等にも

掲載された。

②トルコ花き業界関係者等に向けた海外広報　

　日本の高品質で多様な花きや日本の花き文化の紹介及び商談の機会創出を目的とし、ジェトロ 

イスタンブールと連携して本事業の出展スケジュールを共有し、トルコ国内の花き業界との商談

会企画を募集した。情勢不安の状況もあり商談会の開催には至らなかった。

③一般来場者向け海外広報

　日本の屋内展示の魅力紹介や日本の園芸ファン拡大を目的とし、屋内展示スペースでは現地事

務所スタッフによる展示紹介、いけばなやフラワーアレンジメントのデモンストレーション、花

育ワークショップなどを行い、都度 EXPO ニュース（博覧会協会ネットメディア）に掲載され話

題となった。

　また、一般来場者に対しても、興味のある方に日本産花き紹介パンフレットを配布し、日本産

の花きや文化の紹介を行った。

④日本国内の一般に向けたフィードバック広報

　一般新聞や全日空機内誌、ターキッシュエアラインズ機内誌、フローリスト、花時間、みんな

の趣味の園芸WEB版などで博覧会や日本の出展紹介を掲載いただいた。また、屋内展示の金賞受

賞は公式ホームページや Facebook で発信を行うとともに、花卉園芸新聞等でも取り上げられた。
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　本事業のパブリシティについて、下記の媒体で掲載があった。博覧会概要や日本の屋内出展概

要など様々な取材に対応し、パブリシティ展開を行った。

　また、トルコ国内においてもジャパンデーの様子は広く新聞やWEBニュースで展開された。
主な媒体については、下記の通り。
１）在トルコ日本国大使館ホームページ
２）EXPO News（博覧会協会プレスリリース）
３）A GAZETESI 新聞（2016 年 9月 9日掲載）
４）AKDENIZ 新聞（2016 年 9月 10日掲載）
５）ANTALYA EKONOMI 新聞（2016 年 9月 10日掲載）
６）HILAL ニュース（2016 年 9月 11日掲載）
７）MILLIYET AKDENIZ 新聞（2016 年 9月 10日掲載）
８）SABAH AKDENIZ 新聞（2016 年 9月 9日掲載）
９）ZAFER 新聞（2016 年 9月 10日掲載）

第９章　広報業務

日付 区分 サイズ 掲載内容

2015年11月30日 新聞 読売新聞（朝刊） 全10段カラー 「海難1890」及び博覧会告知

2016年4月23日 新聞 産経新聞 1/4 1段 博覧会開幕、日本出展紹介

2016年4月23日 新聞 日本農業新聞 1/4 2段 博覧会開幕、日本出展紹介

2016年5月1日 新聞 北日本新聞（朝刊） 半5段カラー タピ・ドゥ・フルーとなみ

2016年5月1日 新聞 富山新聞（朝刊） 半5段カラー タピ・ドゥ・フルーとなみ

2016年5月14日 新聞 新潟日報 半3段カラー ボケ展示紹介

2016年8月19日 新聞 山口新聞 半3段 ユリ金賞・銀賞受賞

2016年8月19日 新聞 日本農業新聞 1面1/4 3段カラー ユリ金賞・銀賞受賞

2016年8月20日 新聞 朝日新聞（山口版） 半5段カラー ユリ金賞・銀賞受賞

2016年10月1日 新聞 花卉園芸新聞 全6段カラー ジャパンデー

2016年12月1日 新聞 花卉園芸新聞 全6段カラー コンテスト金賞受賞

2016年4月1日 雑誌 SkylifeJapan ターキッシュエアラインズ 8ページカラー アンタルヤ観光案内

2016年4月8日 雑誌 月刊フローリスト5月号 誠文堂新光社 2ページカラー 専門スタッフ

2016年4月12日 雑誌 花時間　春夏LUXE KADOKAWA 1/6ページカラー 屋内展示・日本庭園

2016年5月1日 雑誌 Garden Center グリーン情報 4ページ カラー 博覧会概要・日本出展詳細

2016年7月1日 雑誌 翼の王国　7月号 ANA 1/8ページカラー 開催告知

2016年11月10日 専門情報誌 地方行政 時事通信社 1/3ページ 屋内展示金賞受賞

2016年3月30日 機関誌 花作り 日本花き生産協会 1ページ 屋内展示出展紹介

2016年7月1日 機関誌 aff（あふ） 農林水産省 1/2ページ 屋内展示出展紹介

2016年2月1日 機関誌 aff（あふ） 農林水産省 2ページ 海外で賞賛される日本の花々

2015年8月6日 WEB Yahoo!ニュース 日本農業新聞 WEB1ページ 屋内展示推進会議

2016年4月28日 WEB 池坊HP 池坊 WEB1ページ メインスタンド展示出展報告

2016年4月30日 WEB webun 北日本新聞社 WEB1ページ タピ・ドゥ・フルーとなみ

2016年8月20日 WEB 朝日新聞デジタル（山口版） WEB1ページ ユリ金賞・銀賞受賞

2016年10月5日 WEB みんなの趣味の園芸Web版 NHK出版 WEB2ページ 日本出展紹介

媒体名(発行元）
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第９章　広報業務

３．来場者アンケート調査結果

　屋内展示スペースにて、花育ワークショップ、いけばなやフラワーアレンジメントのデモンス

トレーションなど催事を開催した際、日本人以外の来場者に対して日本の展示や日本産花きにつ

いての意識調査としてアンケートを実施し、下記のような結果を得た。

【男女比】

【年代】

【国籍】

【切り花や鉢物の購入頻度は？】

【切り花や鉢物の購入目的は？】

【住宅における園芸のスペースは？】

トルコでは、自宅に園芸スペースを持つ人が多い。
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【日本の屋内展示スペースの全体デザインはいかがですか？】

【日本の屋内展示スペースで良かったと思うものは何ですか？】（複数回答）

【日本産花きで特に好きなものは何ですか？具体的品目があれば記入ください。】（複数回答）

【日本産花きで良いと思ったところを教えてください。】（複数回答）

【日本産花きを買ってみたいと思いますか？】

【日本産花きを買うとしたらどのような目的となりますか？】

ユリ４/シャクヤク三礼加３/ユリプチソレイユ３/キク２/盆栽２/サクラ２/

プラム１/いけばな１/けやき１/ラナンキュラス１

展示の方法１/デザイン１

ほとんどの来場者からのデザイン評価をいただいた。

切り花を中心に植物への関心が高い。

植木・盆栽への関心は常に高かった。ユリやシャクヤクの人気が高い。

色や形についての評価が高い。

ぜひ買ってみたい、買ってみたいとを合わせると 67.8% もの人が購入したい
との結果が見えた。

他人に贈るよりは家に飾る傾向が高い。

第９章　広報業務
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日本国政府出展屋内展示

第１０章　コンテスト結果
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１．春の切り花コンテスト（5/5 審査） 

　　ユリ 　　               Lilium ‘Asiatic’ hybrida

　　出品者名：山口県　Yamaguchi prefecture

プチソレイユ ‘Petit soleil’

プチセレネ ‘Petit selene’

プチロゼ ‘Petit rose’

プチルナ ‘Petit lune’

プチアンジェ ‘Petit ange’

プチフレーズ ‘Petit fraise’

プチブラン ‘Petit blanc’

プチシュミネ ‘Petit cheminee’

ププ

第１０章　コンテスト結果
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春の火まつり ‘Harunohimatsuri’

炎の恋 ‘Honoonokoi’なごり雪 ‘Nagoriyuki’

春乙女 ‘Haruotome’ 春のあわゆき ‘Harunoawayuki’

　　チューリップ             Tulipa gesneriana 

　　出品者名：富山県　 　Toyama prefecture　

シャクヤク　
出品者名：小林建栄（長野県）Tatsue　Kobayashi　

三礼加（みらいか） ‘MIRAIKA’

ローズクラウン ‘Rose Crown’ポポベリー ‘Popo berry’

カーネーション  Dianthus caryophyllus

出品者名：平田花園（佐賀県）　HIRATAKAEN 　

春乙女女 ‘

　シャクヤク及びカーネーションは、金賞相当の得点は獲得したが、出品数が少なくコンテストが成
立しなかった。

第１０章　コンテスト結果
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２．フラワーアレンジメントコンテスト（5/26 審査）
出品者は日本国政府出展の花き専門スタッフです。

タイトル：Early Summer Garden
山口　理奈
Rina Yamaguchi

タイトル：薫風～ Balmy Breeze
西谷　康孝
Yasutaka Nishitani

タイトル：和～ Japanese Beauty
佐藤　明
Akira Sato

タイトル：Centering
山田　麻亜子
Maako Yamada

タイトル：Balloon
飯尾　卓也
Takuya Iio

第１０章　コンテスト結果
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３．盆栽コンテスト（6/16 審査）
現在の所有者はトルコの盆栽業者ですが、日本産の盆栽として出品されました。

出品者名：ルイス　イバラ ( トルコの盆栽業者）

出品協力者：大宮盆栽協同組合　Omiya Bonsai Cooperative

真柏（ミヤマビャクシン）樹齢：140 年
Juniperus chinensis L. var. sargentii   140 years

トウカエデ　樹齢：100 年
Acer buergerianum    100 years

ケヤキ　樹齢：80年
Zelkova serrata    80 years

ヤマモミジ　樹齢：60年
Acer palmatum var. matsumurae    60 years

真柏（ミヤマビャクシン）樹齢：100 年
Juniperus chinensis L. var. sargentii   100 years

真柏（ミヤマビャクシン）樹齢：120 年
Juniperus chinensis L. var. sargentii   120 years

第１０章　コンテスト結果

Luis Ibarra
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４．初夏の切り花コンテスト（6/23 審査）

　　トルコギキョウ　  
　　出品者名：株式会社サカタのタネ（神奈川県横浜市） SAKATA SEED CORPORATION 　　 　 

アンバーダブルタイプ　ブラウン (M5-990)
‘Amber Double Type Brown(M5-990)’

ボヤージュ® (2 型 ) タイプ　ホワイト (M5-738)
‘Voyage® (Type2)Type White(M5-738)’

ボヤージュ® タイプ　グリーン (SM3-795)
‘Voyage® Type Green(SM3-795)’

レイナ (2 型 )　グリーン
‘Reina(Type2) Green’

ボン・ボヤージュ® タイプ　ライトピンク(SM5-814)
‘Bon Voyage ® Type Light Pink(SM5-814)’

ボン・ボヤージュ® (2型 )タイプ　ホワイト(SM1-629)
‘Bon Voyage® (Type2)Type White(SM1-629)’

レイナ (2 型 ) タイプ　ホワイト (SM4-941)
‘Reina(Type2)Type White(SM4-941)’

ボン・ボヤージュ® スィートピンク
‘Bon Voyage® Sweet Pink’
ボンボボボボボボ ボ

第１０章　コンテスト結果
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コサージュラベンダー　‘Corsage Lavender’コサージュラビリンス　‘Corsage Labyrinth’

ボヤージュ® (2 型 ) タイプ　イエロー (M3-782M)
‘Voyage®(Type2)Type Yellow(M3-782M)’

出品者名：株式会社ナカソネリシアンサス（長野県千曲市）NAKASONE  Lisianthus Inc.

コサージュシュガーホワイト　タイプM
‘Corsage Suger White Type M’

コサージュマンゴー　‘Corsage Mango’

コサージュジョーカー　‘Corsage Joker’

ジ

第１０章　コンテスト結果
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出品者名：株式会社フラワー・スピリット（長野県松本市）FLOWER SPIRIT Co.,Ltd.

雅　‘Miyabi’ コサージュアンティークピンク　‘Corsage Antique Pink’

楊貴妃　‘Youkihi’ 貴婦人　‘Kifujin’

コサージュ マーブルブルー　‘Corsage Marble Blue’ はいからさん　ホワイト　‘Haikara San White’

べっぴんさん　イエロー　‘Beppin San Yellow’

第１０章　コンテスト結果
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陽春　‘Youshun’ 友白髪　‘Tomoshiraga

５．秋の切り花コンテスト（10/20 審査）

キク　Chrysanthemum morifolium 
出品者名：Ocean Mum（愛知県田原市）

セイ マーレッタ　‘Sei Marletta’ セイ ダール　‘Sei Dahl’

サフィーナ　‘Saffina’ カーネレミー　‘Carneremmy’

紅玉　‘Kougyoku’

第１０章　コンテスト結果
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リンドウ　Gentiana scabra

出品者名：JA新いわて八幡平花き生産部会（岩手県八幡平市）JA Shin-Iwate Hachimantai Kaki Seisan Bukai

安代の夕映　‘Ashironoyuubae’ オータムブライダルアシロ　‘Autmun Bridal Ashiro’

ディープピンクアシロ　‘Deep Pink Ashiro’ パープルピンクアシロ　‘Purple Pink Ashiro’

安代の涼風　‘Ashironosuzukaze’ 安代のさわかぜ　‘Ashironosawakaze’

第１０章　コンテスト結果
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６．ガーデンコンテスト（4/21、7/13、10/28 審査）

　AIPH、BIE と開催国で構成される審査団に

より、屋外庭園部門と屋内庭園部門に分けて会

期中に３回の審査会が開催された。

　屋内展示部門の初回審査会は開幕２日前の 4

月 21 日に、中間審査会は 7月 13 日に、最後

の審査会は閉幕２日前の 10 月 28 日に実施さ

れた。10 月 29 日に表彰式が開催され、結果

が発表された。

　結果は、日本の屋内展示は「金賞」、屋外展

示は「銀賞」を獲得した。

　本博覧会のガーデンコンテストで受賞され

た出展者は下記のとおり。

Ａ IＰ H賞

・屋内外庭園  中国

・グリーンシティ 韓国

・国別庭園

　　屋内展示部門

　　　　金賞  日本

　　　　銀賞  シンガポール

　　屋外展示部門

　　　　金賞　中国、ドイツ、韓国、

　　　　　　　アゼルバイジャン、カタール、

　　　　　　　タイ

　　　　銀賞　ネパール、ハンガリー、

　　　　　　　イタリア、日本、オランダ

　　　　銅賞　ジョージア、カザフスタン、

　　　　　　　ケニア、トルクメニスタン、

　　　　　　　インド

・自治体庭園

　　金賞　イスタンブール市

　　銀賞　アンタルヤ市

　　銅賞　ブルドゥール市

・アンタルヤ県内自治体

　　金賞　コンヤアルティ市
　　銀賞　アランヤ市
　　銅賞　ムラットパサ市
・大学庭園
　　金賞　アクデニズ大学
　　銀賞　アタチュルク大学
　　銅賞　カラデニス技術大学
・団体庭園
　　金賞　アンタルヤ商工会議所
　　銀賞　アンタルヤ工業地帯地方局
　　銅賞　トルコ種苗協会

屋内展示スペースの様子（開幕時）

屋内展示スペースの様子（閉幕時）

屋内展示スペースの様子（中間時）

第１０章　コンテスト結果
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EXPO 2016 アンタルヤ　特別賞
・ホスピタリティ賞
　　カタール、ウルファ市、アンタルヤ市、
　　ケペツ市
・文化振興賞
　　アンカラ市
・サスティナビリティ賞
　　ドイツ、ブルドゥール市、
　　「私の未来」プロジェクト
・歴史賞
　　ネパール、エルズルム庭園、ハタイ市、
　　イブラディ市、アクス市、バッタルガズィ市
・生物多様性賞
　　西地中海農業研究所、
　　トルコ農業信用協同組合中央会
・教育的庭園賞
　　コンヤ庭園、アランヤ庭園、
　　エセンレール市「子供の道」、
　　高速道路総局
・革新的庭園賞
　　Ａ I Ｐ H庭園
・革新的屋内展示賞

　　リーク・ザワーン社

・社会的責任賞

　　ロシア文化芸術協会

・屋内展示賞

　　アンタルヤ職人芸術家組合連合会

中国庭園

ドイツ庭園

韓国庭園

シンガポール屋内展示

第１０章　コンテスト結果
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日本国政府出展屋内展示

第１1章　輸出向け PR用提供花材
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輸出向け PR用提供花材
出品者名：小林建栄（長野県中野市 )

品目名：シャクヤク　

展示期間：4/23 ～ 5/15

出品品種：三礼加（みらいか）　合計 90本 （コンテスト出品物を含む）

輸出向け PR用提供花材
出品者名：株式会社フラワー・スピリット（長野県松本市）

品目名：ラナンキュラス　Ranunculus asiaticus

展示期間：4/28 ～ 5/3

出品品種：綿帽子 20本、ベビーピンク 20本、モロッコシリーズ（mix)40 本

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：三礼加（みらいか）'MIRAIKA'

品種名：綿帽子　'Wataboushi'

品種名：モロッコシリーズ　

'Morroco Series'

品種名：ベビーピンク　'Babypink'

展示の様子

展示の様子
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輸出向け PR用提供花材
出品者名：平田花園（佐賀県唐津市）

品目名：カーネーション　Dianthus caryophyllus

展示期間：4/23 ～ 5/19

出品品種：ローズクラウン 50本、ポポベリー 50本（コンテスト出品物を含む）

輸出向け PR用提供花材
出品者名：由志園アグリファーム株式会社（島根県松江市）

品目名：ボタン　 Paeonia suffruticosa

展示期間：4/23 ～ 5/19

出品品種：Mix（合計 50本）

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：ローズクラウン 'Rose Crown' 品種名：ポポベリー 'Popo berry'
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輸出向け PR用提供花材
出品者名：石井重久（京都府京丹後市）

品目名　：サクラ　 　 Prunus

展示期間：4/23 ～ 4/29

出品品種：サクラ 15品種 ( 合計 350 本） 

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：捧身太平忍者
 'Peace is Ninja's purpose'

品種名：プーチン大統領
 'Blessed Putin'

品種名：白王丸
 'Peace by White King'

品種名：愛しき童
 'Be loved children'

品種名：千里孔雀（秘桜 5012）2
 'Far peacock'

品種名：侍の涙 'Tears of the Samurai'

品種名：月光花 'Moon Light'

展示の様子

品種名：春月花 2　'Spring Moon' 品種名：春小雪　'Spring snow' 品種名：和久　'Waku'
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第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：酔翁　'Drunken Master'

品種名：春待ち桜
 'Waiting spring'

品種名：至上生活
 'Supremacy Familly life'

品種名：山桜　'Jamasakura'

品種名：イルミナシオン
 'Illumination'

展示の様子
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輸出向け PR用提供花材
出品者名：新潟県花き振興協議会（新潟県五泉市）

品目名　：ボケ 　 Chaenomeles speciosa

展示期間：4/23 ～ 5/10

出品品種：ボケ 10品種（合計 30鉢）

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：翠晃　'SUIKO'

品種名：越の夕映 
 'KOSHINOYUUBAE'

品種名：宴　'UTAGE'

品種名：世界一　'SEKAIICHI' 展示の様子

品種名：夢絵巻 'YUMEEMAKI'

品種名：港の曙　 
 'MINATONOAKEBONO'

品種名：華宴　'KAEN'

品種名：黒珊瑚 'KUROSANGO'

品種名：羽衣錦
 'HAGOROMONISHIKI'

品種名：花天女 'HANATENNYO'
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第１１章　輸出向け PR用提供花材

輸出向け PR用提供花材　
出品者名：山口県　

品目名　：ユリ　 　Lilium ‘Asiatic’ hybrida

展示期間：4/23 ～ 6/22

出品品種：ユリ 10品種（合計 870 本） （コンテスト出品物を含む）

品種名：プチソレイユ 'Petit soleil'

品種名：プチセレネ 'Petit selene'

品種名：プチリアン

品種名：プチブラン 'Petit blanc'

品種名：プチエトワール

品種名：プチシュミネ 'Petit cheminee'

品種名：プチロゼ 'Petit rose'

品種名：プチルナ 'Petit lune' 品種名：プチフレーズ 'Petit fraise'

品種名：プチアンジェ 'Petit ange'
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輸出向け PR用提供花材　
出品者名：山口県　

品目名　：リンドウ　  

展示期間：6/17 ～ 7/16

出品品種：リンドウ 2品種　（西京の涼風、西京の初夏　合計 310 本 )

輸出向け PR用提供花材　
出品者名：南さつま農業協同組合 川辺支所 花き部会（鹿児島県南九州市）

品目名　：クルクマ　 Curcuma alismatifolia

展示期間：7/15

出品品種：クルクマ 6品種（合計 120 本）

品種名：エメラルドパコダ
 'Emerald Pagoda'

品種名：ルビーチューリップ
 'Ruby Tulip'

品種名：サイアムクラウン
 'Siam Crown'

品種名：シャローム　
 'Shalom'

品種名：スノープリンセス
 'Snow Princess'

品種名：キャンディーケーン
 'Candy Cane'

第１１章　輸出向け PR用提供花材

展示の様子

展示の様子
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輸出向け PR用提供花材
出品者名：Ｊ A新いわて八幡平花卉生産部会（岩手県八幡平市）　

品目名　：リンドウ　  Gentiana scabra

展示期間：10/20 ～ 10/30

出品品種：リンドウ 6品種　（合計 360 本 ) （コンテスト出品物を含む）

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：パープルピンクアシロ
 'Purple Pink Ashiro

品種名：安代のさわかぜ
 'Ashironosawakaze'

品種名：安代の涼風
 'Ashironosuzukaze'

品種名：安代の夕映
 'Ashironoyuubae'

品種名：オータムブライダルアシロ
 'Autmun Bridal Ashiro'

品種名：ディープピンクアシロ
 'Deep Pink Ashiro'

展示の様子



- 126 -

輸出向け PR用提供花材
出品者名：Ocean Mum（愛知県田原市）　

品目名　：キク　Chrysanthemum morifolium

展示期間：10/20 ～ 10/30

出品品種：キク 7品種　（合計 105 本 )

     （コンテスト出品物を含む）

第１１章　輸出向け PR用提供花材

品種名：陽春　'Youshun'

品種名：友白髪　'Tomoshiraga' 品種名：紅玉　'Kougyoku'

品種名：カーネレミー　'Carneremmy' 品種名：サフィーナ　'Saffina'

品種名：セイ  マーレッタ　'Sei Marletta' 品種名：セイ  ダ－ル　'Sei Dahl'

展示の様子
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第１１章　輸出向け PR用提供花材

輸出向け PR用提供花材　
出品者名：静岡県東部花き流通センター農業協同組合（静岡県富士市）

品目名　：マーガレット 

展示期間：10/21 ～ 10/30

出品品種：マーガレット 12品種　（合計 48鉢 )　（コンテスト出品物を含む）

品種名：風恋香
 'Furenka'

品種名：エンジェルマイス
 'Angel mais'

品種名：カーニバルクイーン
 'Carnival queen'

品種名：ガーネットクイーン
 'Garnet queen'

品種名：カナリアクイーン
 'Canary queen'

品種名：キューティーマイス
 'Cutie mais'

品種名：サワーリップル
 'Sour ripple'

品種名：サンデーリップル
 'Sunday ripple'

品種名：ピーチクイーン   
 'Peach queen'

品種名：ファイアークラッカー  
 'Fire cracker'

品種名：ブリアンルージュ  
 'Briant Rouge'

品種名：ラブリーフレンド 
 'Lovely friend'

展示の様子
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第１１章　輸出向け PR用提供花材

輸出向け PR用提供花材
出品者名：石井 重久（静岡県富士市）　

品目名　：サクラ　Prunus

展示期間：10/27 ～ 10/30

出品品種：サクラ 2品種　（合計 60本 )

品種名：裾野さくら　'Susono-Sakura'

品種名：下野乙女　'Shimotsuke girl'

展示の様子
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日本国政府出展屋内展示

第１２章　資料編
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１．植物調達輸送リスト（政府展示分）

第１2章　資料編

　イスタンブール→アンタルヤ間は、試験輸送では空輸、陸送を行い比較した。その後は全て空輸した。

品目名（または植物名） 産地または出品者所在地 個口 出展形式 ｺﾝﾃｽﾄ／PR花材の出品者名、政府展示制作者名 搬入先

試験輸送 3月21日 切花 グロリオサ 愛知県 10 本 1 ― 大田

切花 コデマリ 静岡県 20 本 1 ― 大田

切花 グロリオサ 愛知県 10 本 1 ― 大田

切花 コデマリ 静岡県 20 本 1 ― 大田

試験輸送 4月4日 切花 キク 国産 10 本 ― FAJ

切花 ラナンキュラス 国産 10 本 ― FAJ

切花 グロリオサ 国産 10 本 ― 西鉄

切花 バラ 滋賀県 10 本 ― 西鉄

切花 キク 国産 10 本 ― FAJ

切花 ラナンキュラス 国産 10 本 ― FAJ

試験輸送 4月8日 切花 ラナンキュラス 長野県 20 本 1 ― 大田

切花 ラナンキュラス 長野県 20 本 1 ― 大田

試験輸送 4月11日 切花 ラナンキュラス 長野県 20 本 1 ― 大田

切花 ラナンキュラス 長野県 20 本 1 ― 大田

4月13日 切枝 マツ（付け葉）） 滋賀県 10 本 1 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 マツ（若松） 兵庫県 10 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 オモト（葉）） 兵庫県 5 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 シダレヤナギ（付き枝 中） 大阪府 14 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 シダレヤナギ（付き枝 小） 大阪府 16 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ビャクシン（イブキ） 大阪府 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ツゲ 大阪府 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 シダレヤナギ（幹） 国産 6 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ヒノキ 滋賀県 10 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 カナメモチ 大阪府 15 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 マツ（幹） 滋賀県 5 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

4月15日 切花 カーネーション（2品種） 佐賀県 50 本 1 コンテスト 平田花園 大田

切花 チューリップ（5品種） 富山県 125 本 3 コンテスト 富山県 西鉄

切花 シャクヤク 長野県 30 本 1 コンテスト 小林建栄 西鉄

切花 シャクヤク 長野県 30 本 1 ＰＲ花材 小林建栄 西鉄

切枝 サクラ（15品種） 京都府 150 本 3 ＰＲ花材 石井重久 FAJ

切枝 サクラ（4品種） 京都府 200 本 4 ＰＲ花材 石井重久 FAJ

切枝 アセビ 千葉県 5 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ツツジ 埼玉県 10 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ヤマブキ 茨城県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 シャクヤク（2品種） 福井県 30 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

鉢物 ボケ（10品種） 新潟県 30 鉢 6 ＰＲ花材 新潟県花き振興協議会 大田

4月18日 切花 ユリ（9品種） 山口県 270 本 3 コンテスト 山口県 西鉄

切花 ラナンキュラス（3品種） 長野県 80 本 3 ＰＲ花材 （株）フラワー・スピリット 大田

切花 ボタン（Mix） 島根県 50 本 7 ＰＲ花材 由志園アグリファーム（株） 大田

葉物 ビワ（大葉） 国産 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 ナルコユリ 新潟県 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 グロリオサ 高知県 30 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 バラ（ミニバラ） 滋賀県 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 カスミソウ 和歌山県 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 カナメモチ 大阪府 15 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 キク（2品種） 福岡県/沖縄県 40 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 オウバイ 大阪府 10 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 アスパラガスナナス 鹿児島県 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

4月22日 切花 カーネーション（2品種） 佐賀県 50 本 1 コンテスト 平田花園 大田

切花 シャクヤク 長野県 30 本 1 コンテスト 小林建栄 西鉄

切花 チューリップ（5品種） 富山県 125 本 3 コンテスト 富山県 西鉄

切花 ユリ（9品種） 山口県 250 本 3 コンテスト 山口県 西鉄

4月28日 切枝 カナメモチ 大阪府 15 本 1 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 シダレヤナギ（付き枝） 大阪府 20 本 1 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ツゲ 大阪府 10 本 1 展示 華道家元 池坊 西鉄

5月2日 切花 ユリ（8品種） 山口県 240 本 8 コンテスト 山口県 西鉄

5月16日 切枝 ドウダンツツジ 福島県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 アセビ 静岡県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 キク（5品種） 静岡県/愛知県 100 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 リモニウム 北海道/熊本県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

6月6日 切花 ユリ（4品種） 山口県 110 本 3 ＰＲ花材 山口県 西鉄

切花 グロリオサ 高知県 40 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 オンシジウム 福岡県 20 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 デルフィニウム 北海道 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ナツハゼ 福島県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

輸送日 数量

1
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第１2章　資料編

品目名（または植物名） 産地または出品者所在地 個口 出展形式 ｺﾝﾃｽﾄ／PR花材の出品者名、政府展示制作者名 搬入先輸送日 数量

6月15日 切花 トルコギキョウ（5品種） 長野県 50 本 5 コンテスト （株）ナカソネリシアンサス FAJ

切花 トルコギキョウ（10品種） 神奈川県 120 本 10 コンテスト （株）サカタのタネ 大田

切花 トルコギキョウ（7品種） 長野県 84 本 7 コンテスト （株）フラワー・スピリット 大田

切花 リンドウ 山口県 80 本 2 ＰＲ花材 山口県 西鉄

切花 ヒペリカム 国産 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 アンスリウム 愛知県 20 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 アスパラガス 鹿児島県 30 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 ナルコユリ 新潟県 30 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 ナデシコ 京都府 40 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 キキョウ（2品種） 大阪府/京都府 80 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 アヤメ（花） 京都府 30 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 アヤメ（葉） 京都府 50 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切花 ユリ（ササユリ） 静岡県 30 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 オクラレウカ 京都府 50 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 フトイ 岐阜県 50 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 フトイ（シマフトイ） 愛知県 50 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

葉物 トクサ 京都府 50 本 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ナツハゼ（立ち枝） 大阪府 20 本 1 展示 華道家元 池坊 西鉄

切枝 ナツハゼ（横枝） 大阪府 30 本 2 展示 華道家元 池坊 西鉄

6月27日 切花 リンドウ（2品種） 山口県 150 本 3 ＰＲ花材 山口県 西鉄

切花 トルコギキョウ（5品種）
岩手県/福島県/

茨城県/長野県
250 本 15 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 カーネーション（7品種） 長野県 700 本 8 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 キク（5品種） 愛知県 400 本 6 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 カスミソウ 福島県 100 本 3 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切枝 ドウダンツツジ 福島県 20 本 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切枝 アセビ 神奈川県 10 本 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切枝 アセビ 神奈川県 40 本 2 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

葉物 チランジア（ウスネオイデス） 福島県 20 本 1 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

葉物 リキュウソウ（利休草） 茨城県 30 本 1 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 リンドウ 岩手県 20 本 1 展示 いけばな 草月流 大田

切枝 アセビ 神奈川県 5 本 展示 いけばな 草月流 FAJ

葉物 オオタニワタリ（谷渡り）　 沖縄県 20 本 展示 いけばな 草月流 FAJ

切花 トルコギキョウ（3品種） 長野県 30 本 展示 いけばな 草月流 FAJ

切花 リモニウム（3品種） 北海道/福島県 40 本 展示 いけばな 草月流 FAJ

切花 アルストロメリア 長野県 10 本 展示 いけばな 草月流 FAJ

7月11日 切花 クルクマ（6品種） 鹿児島県 120 本 5 ＰＲ花材 南さつま農業協同組合　川辺支所　花き部会 大田

切花 トルコギキョウ（4品種） 山形県/長野県/福島県 80 本 4 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 カーネーション（7品種） 北海道/長野県 175 本 3 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 キク（6品種） 秋田県/愛知県/福岡県 120 本 2 展示 一般社団法人JFTD 中山佳巳氏 大田

切花 キク 愛知県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 カーネーション 長野県 25 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 リンドウ 岩手県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 チランジア（ウスネオイデス） 福島県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

7月13日 切花 リンドウ 山口県 80 本 2 ＰＲ花材 山口県 西鉄

8月29日 切花 リンドウ（3品種） 岩手県 300 本 2 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 トルコギキョウ（4品種） 福島県 320 本 6 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 カスミソウ 福島県 270 本 3 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 キク（5品種） 福島県 400 本 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 キク 福島県 60 本 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 キク（3品種） 宮城県 180 本 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 キク 青森県 60 本 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 リモニウム（ハイブリッドスターチス） 福島県 200 本 2 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切枝 ドウダンツツジ 福島県 30 本 3 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切枝 アセビ 福島県 30 本 3 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 アルストロメリア 青森県 360 本 4 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 カーネーション（4品種） 長野県 400 本 1 展示 假屋崎省吾氏 西鉄

切花 オンシジウム 輸入 400 本 20 展示 假屋崎省吾氏 大田

葉物 モンステラ 熊本県 120 本 1 展示 假屋崎省吾氏 大田

切花 ユリ（2品種） 埼玉県 200 本 4 展示 假屋崎省吾氏 大田

切花 トルコギキョウ（3品種） 福島県 60 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 西鉄

切花 キク（2品種） 福島県 200 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 西鉄

切枝 ドウダンツツジ 福島県 10 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 西鉄

切枝 ドウダンツツジ（アブラツツジ） 長野県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ユリ（2品種） 北海道/新潟県 40 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ケイトウ（2品種） 埼玉県/長野県 40 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ヤナギ 茨城県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 モンステラ 輸入 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ヒペリカム 群馬県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田
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品目名（または植物名） 産地または出品者所在地 個口 出展形式 ｺﾝﾃｽﾄ／PR花材の出品者名、政府展示制作者名 搬入先輸送日 数量

9月19日 切花 トルコギキョウ（2品種） 岩手県/福島県 40 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 リンドウ 群馬県 30 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ユリ 新潟県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 クサスギカズラ（スマイラックス） 東京都 10 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 レザーファン 東京都 60 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 ヘデラ（アイビー） 東京都 30 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 キク 輸入 100 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 ドナセナ 輸入 30 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

9月28日 鉢物 マーガレット（12品種） 静岡県 48 鉢 24 /PR花材 静岡県東部花き流通センター農業協同組合 FAJ

切枝 バラ（スズバラ） 北海道 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ゴシキトウガラシ(コニカル） 山形県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ツルウメモドキ 北海道 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 クロヅル（アカヅル） 群馬県 50 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切枝 ヤナギ 茨城県/岐阜県 30 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 イタリアンルスカス 輸入 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 ナルコラン 新潟県 30 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 カーネーション（2品種） 北海道/長野県 50 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 グロリオサ 高知県 60 本 3 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 アジサイ 千葉県 10 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 キク（4品種） 愛知県/岐阜県 110 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

10月14日 切花 キク（7品種） 愛知県 105 本 3 ｺﾝﾃｽﾄ/PR花材 Ocean Mum FAJ

切花 リンドウ（6品種） 岩手県 360 本 6 ｺﾝﾃｽﾄ/PR花材 ＪＡ新いわて八幡平花卉生産部会 西鉄

枝物 バラ（ノイバラ） 茨城県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ゴシキトウガラシ 山形県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

枝物 ドウダンツツジ（アブラツツジ） 長野県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

枝物 ユキヤナギ 茨城県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 リンドウ 岩手県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 キク（2品種） 輸入 40 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 クレマチス 岡山県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 サンダーソニア 北海道 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 ゲイラックス 輸入 100 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ユリ 新潟県 20 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ネリネ 輸入 30 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

10月17日 切花 サクラ（2品種） 静岡県 60 本 1 ＰＲ花材 石井重久 FAJ

切花 ユリ 山形県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ユリ 山形県 10 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ソリダコ 鹿児島県 30 本 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ユリ 新潟県 30 本 3 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

切花 ケイトウ 千葉県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 モンステラ 輸入 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

葉物 ドラセナ 輸入 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

枝物 バラ（スズバラ） 北海道 30 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

枝物 アセビ 山梨県 30 本 2 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

枝物 ヤナギ 茨城県 20 本 1 展示 統括プロデューサー（村松文彦氏） 大田

1

1

1

1

1

1

1

合計 11,777本・鉢
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トルコ人スタッフ及び
日本人スタッフの出入りのカウント有：219



- 134 -

第１２章　資料編



- 135 -

３．協力者・協力団体一覧　（敬称略）

【政府出展屋内展示基本方針検討委員会】
（座長）東京大学大学院農学生命科学研究科  柴田　道夫

在日トルコ共和国大使館   メフメット　アヤズ

一般社団法人日本花き卸売市場協会  大西　進

一般社団法人日本花き生産協会   岡本　正夫

一般社団法人 JFTD    川並　裕幸

一般社団法人日本植木協会   栗原　隆治

一般社団法人日本インドア・グリーン協会  國分　恭平

全国花き輸出拡大協議会    田島　鉄弥

一般社団法人日本種苗協会   三浦　高明

一般社団法人全国花卸協会   宮本　雅行

公益財団法人日本いけばな芸術協会  矢上　哲己

一般社団法人日本生花商協会   和田　晃一

【政府出展屋内展示基本計画検討委員会】
（座長）岐阜大学　応用生物科学部   福井　博一

株式会社ヒューマンコミュニケーションズ 阿比留　みど里

一般社団法人日本花き生産協会   石井　茂行

一般社団法人ジャパンフラワー＆コミュニケーションズ  大久保 有加

一般社団法人全国花卸協会   金岡　信康

東北花き園芸復興協議会    金澤　大樹

公益社団法人日本フラワーデザイナー協会  河合　透

一般社団法人日本植木協会   栗原　隆治

一般社団法人日本インドア・グリーン協会  下田　博子

一般社団法人日本花き卸売市場協会  玉木　隆幸

JFTD 学園　日本フラワーカレッジ   豊田　恵子

丸三製薬バイオテック株式会社 フローレンスカレッジ  藤井　和子

一般社団法人日本種苗協会   三浦　高明

I.F フローラル・デコ株式会社   村松　文彦

公益財団法人日本いけばな芸術協会  矢上　哲己

【統括プロデューサー】
I.F フローラル・デコ株式会社   村松　文彦

【運営委員会】
（座長）岐阜大学　応用生物科学部   福井　博一

株式会社ヒューマンコミュニケーションズ  阿比留 みど里

凸版印刷株式会社　    網野 香奈江

一般社団法人ジャパン・フラワー＆コミュニケーションズ  大久保 有加

株式会社誠文堂新光社（月刊フローリスト）  大関　真哉

東北花き園芸復興協議会    金澤　大樹

公益社団法人日本フラワーデザイナー協会  河合　透

株式会社 Rose Universe    國枝　健一

一般社団法人日本植木協会   栗原　隆治

セロン工業株式会社    芹澤　孝悦

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会  田中　充

JFTD 学園　日本フラワーカレッジ   豊田　恵子

丸三製薬バイオテック株式会社 フローレンスカレッジ  藤井　和子

株式会社第一花き    松本　頼明

有限会社サニベルグリーンハウス   間室 みどり

一般社団法人日本種苗協会   黒木　達司

公益財団法人都市緑化機構   湯澤　将憲

株式会社NHK エデュケーショナル   横田　早苗

（コンテスト部会）

株式会社なにわ花いちば    牛久保　茂

豊明花き株式会社    佐々木 北斗

株式会社大田花き    島田　安啓

株式会社フラワーオークションジャパン  長岡　求

株式会社東日本板橋花き   樋口　博紀

岐阜大学　応用生物科学部   福井　博一

株式会社第一花き    松本　頼明

第１2章　資料編
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【メインスタンド出展】
有限会社エヌ・アール・ティーガーデンプロダクツ

福岡県産品輸出促進協議会

群馬県中央園芸株式会社

大宮盆栽協同組合

千葉県植木生産組合連合会輸出入部会

東北花き園芸復興協議会（花き出展辞退、パネル展示）

日本レミコ押し花学院

長野県・長野県花きイノベーション推進協議会（出展辞退）

プリザービングフラワーズ協会（出展辞退）

アンタルヤ国際園芸博覧会出展愛知実行委員会（出展辞退）

【コンテスト出品】
平田花園

富山県

小林　建栄

山口県

株式会社サカタのタネ

株式会社ナカソネリシアンサス

株式会社フラワー・スピリット

Ocean Mum

ＪＡ新いわて八幡平花卉生産部会

ルイス　イバラ

【輸出向け PR 用提供花材出品】
平田花園

小林　建栄

新潟県花き振興協議会

株式会社フラワー・スピリット

由志園アグリファーム株式会社

石井　重久

山口県

南さつま農業協同組合　川辺支所　花き部会

静岡県東部花き流通センター農業協同組合

Ocean Mum

ＪＡ新いわて八幡平花卉生産部会

【展示資材協賛】
スミザーズオアシス ジャパン株式会社

東京リボン株式会社

松村工芸株式会社

第１２章　資料編

【政府展示協力】
（花き展示協力）

　一般財団法人池坊華道会

　一般社団法人ＪＦＴＤ　中山　佳巳

　假屋崎　省吾

　公益財団法人日本いけばな芸術協会

　全国花き振興協議会

　株式会社大田花き

　株式会社フラワーオークションジャパン

　一般財団法人草月会（出展辞退）

　一般財団法人小原流（出展辞退）

　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会花ファッション

デザインチーム（出展辞退）

（写真映像等協力）

　串本町役場

　さいたま市大宮盆栽美術館

　トルコ共和国大使館

　ターキッシュエアラインズ東京支社

　日本・トルコ協会

　赤木　正和

　イブラヒム　ベルベル

【ボランティア催事協力】
一般社団法人全国森の循環推進協議会（参加辞退）

【国内広報協力】
一般社団法人 JFTD

公益財団法人砺波市花と緑と文化の財団 チューリップ四季彩館

タピ・ドゥ・フルーとなみ実行委員会（砺波商工会議所青年部）

株式会社 JF 鶴見花き

【事務局募集審査協力】
東京大学大学院農学生命科学研究科  柴田　道夫

岐阜大学　応用生物科学部 学部長  福井　博一

統括プロデューサー    村松　文彦

【花き専門スタッフ研修協力】
トルコ文化センター ドールテキン　ケマーレッティン

【現地運営協力】
アクデニズ大学文学部ジェロントロジー学科 外国人講師 村上　育子

アクデニズ大学の皆様
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４．行催事参加者一覧

【オープニング式典】
在トルコ日本国大使館 公使 　  勝亦　孝彦

在トルコ日本国大使館 一等書記官  岡本　直剛

在トルコ日本国大使館 二等書記官  村本　淳

農林水産省大臣官房生産振興審議官　 鈴木　良典

農林水産省花き産業・施設園芸振興室長  綱澤　幹夫

農林水産省花き産業・施設園芸振興室  横井　誠一

国土交通省大臣官房審議官　  佐南谷 英龍

国土交通省公園緑地・景観課緑地環境室国際緑地環境対策官　 望月　一彦

公益財団法人都市緑化機構 専務理事 宮下　和正

（日本庭園出展実行委員会会長代理）　

公益財団法人都市緑化機構 企画調査部長　 湯澤　将憲

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会 企画事業部長 大槻　憲章

AIPH 国際園芸家協会　副会長　  和田　新也

横浜市会議員団

EXPO 2016 事務局日本担当 　ハニム　ドゥール

アクデニズ大学文学部ジェロントロジー学科 外国人講師 村上　育子

【ジャパンデー】
在トルコ日本国大使館 公使 　  中村 耕一郎

在トルコ日本国大使館 二等書記官  村本　淳

農林水産省大臣官房生産振興審議官  鈴木　良典

農林水産省花き産業・施設園芸振興室長  綱澤　幹夫

農林水産省花き産業・施設園芸振興室  横井　誠一

国土交通省都市局 公園緑地・景観課 緑地環境室長  古澤　達也

岐阜大学　応用生物科学部 学部長  福井　博一

一般社団法人日本花き卸売市場協会 会長 磯村　信夫

全国花き輸出拡大協議会 事務局長  西岸　芳雄

公益財団法人都市緑化機構　理事長  輿水　肇

（日本庭園出展実行委員会会長）

公益財団法人都市緑化機構   湯澤　将憲

公益財団法人都市緑化機構   筒井　利夫

箱根植木株式会社 代表取締役  和田　新也

箱根植木株式会社    佐々木 有信

一般社団法人日本造園建設業協会   山田　拓広

福島県花き園芸復興協議会   金澤　大樹

アクデニズ大学文学部ジェロントロジー学科 外国人講師 村上　育子

トルコ政府代表    エルドアン　キョク

EXPO 2016 出展国担当  ガムゼ　フィラート

S.S.FLORA Antalya 会長  シｴネル　コルクット

SUSBiR 会長   セラハッティン　アルツン

ランドスケープデザイナー ウルヴィ　エルハン

【ビジネス意見交換会】
（座長）岐阜大学 応用生物科学部 学部長 福井　博一

一般社団法人日本花き卸売市場協会 会長 磯村　信夫

公益財団法人都市緑化機構 理事長  輿水　肇

一般社団法人日本造園建設業協会 国際委員長 山田　拓広

全国花き輸出拡大協議会 事務局長  西岸　芳雄

S.S.FLORA Antalya 会長  シｴネル　コルクット

S.S.FLORA Antalya 副会長  ネジッブ　ポラット

S.S.FLORA Antalya エンジニア ギョクダル　コシュ

SUSBiR 会長   セラハッティン　アルツン

SUSBiR 副会長   ヤシン　オツゾール

【クロージング式典】
在トルコ日本国大使館 公使 　  中村 耕一郎

在トルコ日本国大使館 一等書記官  岡本　直剛

在トルコ日本国大使館 二等書記官  村本　淳

農林水産省花き産業・施設園芸振興室長  綱澤　幹夫

農林水産省花き産業・施設園芸振興室  横井　誠一

国土交通省大臣官房審議官　  梛野　良明

国土交通省公園緑地・景観課緑地環境室国際緑地環境対策官　 望月　一彦

公益財団法人都市緑化機構 専務理事 松島　寿

（日本庭園出展実行委員会会長代理）

トルコ政府代表   エルドアン　キョク

EXPO 2016 事務局次長  ミュジャーヒット　シェンギュル

アクデニズ大学文学部ジェロントロジー学科 外国人講師 村上　育子



- 138 -

第１２章　資料編

５．事務局スタッフ

【現地事務所（トルコ）】
現地事務所長　 （株）JTB コミュニケーションデザイン 山形　卓也

現地事務所副所長 （株）マッシュ 利波　敏行

催事広報ディレクター （株）マッシュ 門堀　典子

施工ディレクター （株）NHKアート 川浪　健史

施工ディレクター （株）NHKアート 平谷　朋美

コンテスト担当ディレクター　　（一財）日本花普及センター 伊藤 万佐男

展示ディレクター   武部　素子

コーディネーター  サイト　イディニム

花き専門スタッフ（前期）華道家元池坊 佐藤　明

花き専門スタッフ（前期）有限会社ヤマイチ 西谷　康孝

花き専門スタッフ（前期）花樹フローリスト 飯尾　卓也

花き専門スタッフ（前期）株式会社大田花き 山田 麻亜子

花き専門スタッフ（前期）JFTD 学園 ※推薦 山口　理奈

花き専門スタッフ（中期）盆栽もり  森　　隆宏

花き専門スタッフ（後期）株式会社大田花き 森谷　克敏

花き専門スタッフ（後期）フローリストモントヴェル 坂部　未貴

花き専門スタッフ（後期）花翠  高智　美乃

花き専門スタッフ（後期）株式会社日比谷花壇 大野　茜

（現地協力スタッフ）

フンダ　カヤ

シャーヒン　アルタン

【日本事務局】
事業統括プロデューサー （株）JTB コミュニケーションデザイン 塩谷　典子

統括ディレクター　 （株）JTB コミュニケーションデザイン 中田　嘉仁

花き推進プロデューサー （一財）日本花普及センター 西岸　芳雄

企画推進ディレクター （株）マッシュ  室田　一也

設計デザイナー    南　　吉英
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